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概 要 

感染症情報センター(IDSC)は感染症法で定められた国

のサーベイランス事業の中で中央感染症情報センターと

して位置づけられ、感染症法対象疾患を中心にしたサー

ベイランスを実施している。ワクチンで予防できる疾患

に対する血清疫学サーベイランスは、感染症流行予測調

査(NESVPD)の中で行っている。これらの情報は感染症

サーベイランスシステム(NESID)、IDSC ホームページ

(http://www.nih.go.jp/niid/ja/from-idsc.html)、病原微生物検

出情報(IASR)、感染症週報(IDWR)などによって、情報還

元と提供を行っている。 

また、感染症発生に対応するために実地疫学調査が重

要である。IDSC では国内外の感染症アウトブレイクに

対応する人材教育として実地疫学調査専門家養成コース

(FETP)を実施しており、平成 23 年度には 13 期生を迎え

た。さらに、病原微生物診断法の開発、細菌・ウイルス

検査の技術向上を支援している。IDSC はこれらの業務

および研究を以下の 6 室で、お互いに協力し合いながら

実施している。 

第一室(感染症対策計画室：谷口清州室長) 

感染症対策における技術的な対応として、国内や国外

における公衆衛生学的インパクトの強い感染症流行の早

期探知とその調査、感染症対策のための計画立案と関係

機関への技術的な支援、FETP 養成、国内外における感

染症アウトブレイク対応、健康危機事例への対応ととも

に、早期探知・調査手法、あるいは感染症危機管理、イ

ンフルエンザ等の疫学に関する研究を行っている。 

第二室(感染症情報室：多田有希室長) 

感染症法のもとで実施されている感染症発生動向調査

データの収集・分析、及びその結果の還元と提供を行っ

ている。IDWR、IASR の発行は、当室の重要業務である。

情報解析や還元方法の研究、システム改善、メディアと

のコミュニケーションなども、二室の主なテーマである。 

第三室(予防接種室：多屋馨子室長) 

血清疫学調査(感受性調査)ならびに感染源調査の立案

と実施、現行予防接種の効果と副反応に関するモニタリ

ング、これらの結果の公表と広く一般への情報提供、予

防接種対象疾患の感染症として人に与える影響に関する

調査研究、及び今後の我が国における予防接種の有用性

に関する総合的研究を行っている。また感染症研究所業

務として行われている国内血清銀行の管理運営を行って

いる。麻疹対策(Measles Elimination)は世界において、ま

たわが国においても重要な課題であるが、国内における

麻疹ゼロ作戦は、第一・二・三室を中心に行っている。 

第四室(病原診断室：藤本嗣人室長) 

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる原

因不明疾患の検査、レファレンス、病原診断のための方

法の開発を行っている。全国衛生微生物技術協議会のア

デノウイルスレファレンスセンターを担当している。 

第五室(細菌研修室：伊藤健一郎室長) 

第六室(ウイルス研修室：木村博一室長) 

第 5 室においては細菌、第 6 室においてはウイルス性

疾患の検査に関する情報の収集・解析、情報提供を行っ

ている。国内外の関連機関と連携し、公衆衛生における

細菌・ウイルス検査の技術向上・標準化等を支援してい

る。また、公衆衛生に携わる公的機関の職員を対象に細

菌(第 5 室)・ウイルス(第 6 室)検査等に関する講習の立

案・遂行、および病原体新規検査法の開発研究などを行

っている。 

 

なお、再任用制度を利用し広報委員会活動ならびに情

報センターにおける広報活動を、IDSC で行っている。 

http://www.nih.go.jp/niid/ja/from-idsc.html
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業績 
調査・研究 

Ⅰ．感染症発生動向調査事業に関する研究 

1. サーベイランスシステムの改善に関する研究 

厚生労働省新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究

事業として「国際的な感染症情報の収集、分析、提供機

能および我が国の感染症サーベイランスシステムの改

善・強化に関する研究」(研究代表者谷口清州)を組織し、

国際的、あるいは国内における感染症サーベイランスの

在り方について研究を行い、今後の戦略的なサーベイラ

ンス手法の開発やシステムの改善事業に対して技術的支

援を行った。 

[谷口清州、多田有希、安井良則、藤本嗣人、山下和予、

重松美加、砂川富正、中島一敏、島田智恵、井内田科子、

岡部信彦、他所外分担研究者] 

 

2. 感染症発生動向調査に基づく注意報・警報システム

および全国罹患数推計に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「国際的な感染症情報の収集、

分析、提供機能およびわが国の感染症サーベイランスシ

ステムの改善・強化に関する研究」(研究代表者谷口清州)

の分担研究として、定点報告疾患については、警報・注

意報の発生、罹患数の推計、インフルエンザの型別罹患

数の推計、都道府県別罹患数を推計するためのインフル

エンザ定点設計、補助変量を用いた罹患数推計等につい

て検討した。 

[多田有希、谷口清州、重松美加、安井良則、島田智恵、

山下和予、加藤信子、永井正規(埼玉医科大学)、太田晶

子(埼玉医科大学)、橋本修二(藤田保健衛生大学)、川戸美

由紀(藤田保健衛生大学)、村上義孝(滋賀医科大学社会医

学講座医療統計学部門)] 

 

3. 中央感染症情報センターの視点からの感染症サー

ベイランスの評価と改善に関する研究 

厚生労働科学研究「国際的な感染症情報の収集、分析、

提供機能およびわが国の感染症サーベイランスシステム

の改善・強化に関する研究」(研究代表者谷口清州)の一

環として、感染症発生動向調査により収集されているデ

ータの質の確保・向上を図る目的で、2010 年度に「感染

症発生動向調査におけるデータの質管理のための地方感

染症情報センター向けガイドライン(案)」を作成し、全

国の地方感染症情報センター等 102 カ所に配布した。 

2011 年度はこれに必要な追加・更新・修正等を加え、改

訂版として全国 104 カ所に配布した。 

[多田有希、島田智恵、阿保満(東京都大田区保健所)、鈴

木智之(岐阜医療科学大学保健学部)、松舘宏樹(岩手県保

健福祉部)] 

 

4. 症候群サーベイランスの実用 

感染症早期探知を目的として、「薬局サーベイランス」と

「学校欠席情報共有システム」に加えて、「保育園欠席

者・発症者情報収集システム」を稼働させた。特に本年

度は病原体診断との連携、地方感染症情報センター担当

者での活用調査を行った。 

(１)「薬局サーベイランス」 

2009年4月から全国で本格運用し、全国約5800薬局(2011

年 3 月末現在)の協力を得て、前日の抗インフルエンザウ

イルス薬情報を毎朝関係者に還元するとともに、国、感

染研、都道府県担当者に情報提供を行い、国民一般に対

しても情報提供を毎日行った。都道府県では、発生動向

調査よりも速い情報として、インフルエンザ対策に活用

された。アシクロビル製剤によるバイオテロ対策、抗菌

薬による抗菌薬使用量に関しても同時に実用化のレベル

にまで整備した。また、地方感染症情報センター担当者

に活用調査を行った。 

(２)「学校欠席情報収集システム」 

2009 年 2 学期から 9 県の全校において実施し、その情報

を保健所・県庁に提供し、対策に貢献し、2012 年 3 月末

で 18県 4政令指定都市の全校をはじめ 15000校以上で稼

動している。また、学校及び学校医での活用調査を行っ

た。 

(３)「保育園欠席者・発症者情報収集システム」 

2010 年 4 月から開発運用し、8 月に厚生労働省より通知

が発出され、2012 年 3 月末で約 4000 園稼動している。

また、保育所での活用調査及び保育課担当者での活用例

の調査を行った。 

(４)強化サーベイランス 

東京都健康安全研究センターと共同で、日中韓サミッ

トおよび韓国大統領訪日の際に、強化サーベイランスを
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実施した。 

[大日康史、菅原民枝、安井良則、谷口清州、岡部信彦、

杉下由行] 

 

5. 百日咳発生ＤＢの構築・運用 

平成 19 年の百日咳の集団発生を受けて、百日咳発生 DB

を運用している。サマリーを公開し、予防接種政策のデ

ータとして活用された。 

[大日康史、菅原民枝、多屋馨子、安井良則、岡部信彦] 

 

6. HIB 発生ＤＢの構築・運用 

2008 年 12 月から Hib ワクチンが接種可能となり、Hib

感染症発生動向の国内の患者発生動向を把握することが

課題となり、DB を運用している。Hib ワクチンの再開の

データとして活用された。 

[大日康史、菅原民枝、多屋馨子、安井良則、岡部信彦] 

 

7. 有志医師によるインフルエンザ DB の運用 

2000年から継続して実施しているMLインフルエンザ前

線情報 DB の運用を今年度も行い、2009 年のパンデミッ

ク A(H1N1)流行以降、夏季期間中においても継続してい

る。2011 年度末現在において、200 名以上の有志医師の

ご協力、70,000 件以上のインフルエンザ症例に関する報

告を得られた。この DB は麻疹や百日咳の DB のモデル

ともなったもので、今後のパンデミックインフルエンザ

再流行の検出・推移の把握、および他の新型インフルエ

ンザの検出についても有用であることが期待される。 

[砂川富正、谷口清州、西藤なるを(西藤こどもクリニッ

ク)、岡部信彦] 

 

8. 国際感染症に関する効果的情報収集と分析手法に

関する検討 

「国際的な感染症情報の収集、分析、提供機能および我

が国の感染症サーベイランスシステムの改善・強化に関

する研究」(研究代表者谷口清州)の研究分担として、イ

ンターネット上でリアルタイムに公開される情報を収集

し、公衆衛生学的な脅威となりえる事例を示唆する情報

を分析抽出する仕組みについて、日本語情報の取り扱い

に必要な情報選別フィルターの実効性を感度、特異度、

正解率等から分析した。 

[重松美加、JensLinge(JointResearchCentre)、

JasMantero(ECDC)] 

 

9. アデノウイルス感染症病原体サーベイランスに関

する研究 

「国際的な感染症情報の収集、分析、提供機能およびわ

が国の感染症サーベイランスシステムの改善・強化に関

する研究」(研究代表者谷口清州)において、咽頭結膜熱

のサーベイランス案、サーベイランススタンダード案を

作成した。加えて、アデノウイルスレファレンスセンタ

ーとして咽頭結膜熱、流行性角結膜炎の病原体検出マニ

ュアルを改訂し国立感染症研究所ホームページで公開し

た。 

[藤本嗣人、中村雅子、榎本美貴、秋吉京子、松島勇紀、

清水英明、花岡希、全国地区アデノウイルスレファレン

スセンター] 

 

10. アウトブレイク情報管理データベースの開発 

アウトブレイク関連情報を系統的に記録、管理し、適切

な情報発信及び分析を行うためのデータベースとして、

Outbreak Tracking System(OTS)につき、バックアップ機能

等の機能強化を行い、バージョンアップした。 

[中島一敏、谷口清州] 

 

11. IHR に準拠したアウトブレイク関連情報のリスク

評価と対応に関する研究 

感染症サーベイランスデータ等の公式情報、メディア情

報等の非公式情報など、様々な感染症アウトブレイク関

連情報を収集し、系統的に分析、国際保健規則(IHR)のリ

スク評価基準に基づきリスク評価を行い、適切な対応を

行うためのシステムについて検討した。 

[中島一敏、FETP 一同、八幡裕一郎、神谷元、砂川富正、

大山卓明、谷口清州] 

 

Ⅱ．パンデミック、バイオテロ、公衆衛生対策に関する

研究 

1. 東日本大震災における感染症対策に関する研究 

(１) 東日本大震災被災地域における感染症の発生動向

に関する研究 

東日本大震災被災地域における感染症発生動向の実態把
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握及び感染症危機管理対応の検証に関する研究班(研究

代表者賀来満夫)の分担研究として、被災地域における感

染症発生動向の把握及びサーベイランス体制の検証に関

する研究を行った。発災後からリスクアセスメントを行

うとともに避難所におけるサーベイランスを支援し、最

終的にそれらを評価・検討した。 

[谷口清州、大日康史、菅原民枝、神谷元、砂川富正、中

島一敏、安井良則、八幡裕一郎] 

 

(２)東日本大震災後の感染症対策に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「国際的な感染症情報の収集、

分析、提供機能および我が国の感染症サーベイランスシ

ステムの改善・強化に関する研究」として、2011 年 3 月

11 日に発生した東日本大震災後の感染症対策のあり方

について検討し、また、複数の現場で自治体等と共に実

施した。例えば、震災後直ぐの週明け(3 月 14 日)には被

災地・避難所におけるリスクアセスメントを実施し、そ

れぞれの時期ごとの重要な疾患についての解説と共に、

感染研 HP 上に公開する活動を主導した。以降、ほぼ 2

週間ごとにリスクアセスメントと行った。また、避難所

サーベイランスの開始を主導し、福島県下の複数保健所

(県南保健所、郡山市保健所など)においては実際に運用

された。概念的なところとしては茨城県にて情報を伝達

し、さらに岩手県では岩手医大を中心とする ICAT によ

る避難所サーベイランスとの情報交換を行った。同サー

ベイランスは各地の避難所が閉鎖されるまで継続された。

震災発生後 1 年の頃には、岩手県、福島県、茨城県の関

係機関を訪問し、災害後の感染症モニタリングおよび対

策に関する情報収集を行った。 

[砂川富正、関谷紀貴、具芳明、八幡裕一郎、神谷元、安

井良則、中島一敏、大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡

部信彦] 

 

(３)東日本大震災における感染症情報の収集と対策 

東日本大震災より 1 年を経て、各自治体における震災直

後から感染症情報の収集と対策を振り返り、1)今後災害

発生時における課題を探ること、2)国立感染症研究所感

染症情報センターがホームページ上で提供した被災地に

おける感染症リスクアセスメントや、ツールとしての避

難所サーベイランス等の自治体側からの災害時の有用性

について情報を収集し、今後の災害発生時における感染

症情報の収集や対策の方法に関する備えを明らかにする

ことを目的とした。自治体(保健所単位等)の被害状況に

応じて、超急性期(以下 WHO 定義－地元のリソースのみ

による対応)・急性期(外部からの援助が入る時期)・復興

期(外部援助の撤退や内部復興開始)などの規定に関する

考え方が異なった。当センター提供の感染症リスクアセ

スメントについては、レファレンスとして有用との声が

多かった。データの外部的な監視役が設けられていた点

などの評価は高く、集団発生事例の検出に結びついた例

があった。 

[砂川富正、安井良則、八幡裕一郎、谷口清州、岡部信彦] 

 

(４)東日本大震災に伴う感染症対策に関する研究 

東日本大震災に関連した感染症のリスクアセスメント、

被災地の視察とニーズ評価、避難所単位での症候群サー

ベイランスである避難所感染症サーベイランスの開発と

被災自治体での運用支援、感染症対策情報の提供等を通

じ、災害と関連した感染症対策について検討した。 

[FETP 一同、中島一敏、八幡裕一郎、神谷元、砂川富正、

大日康史、菅原民枝、島田智恵、安井良則、多田有希、

谷口清州、岡部信彦] 

 

(５)避難所サーベイランスのツールの開発と運用 

2011 年 3 月 11 日東日本大震災で被災された方の避難所

生活が開始され、子どもから高齢者までを含む集団生活

が長期化するに伴って、感染性胃腸炎やインフルエンザ

等の感染症の集団発生が危惧される。そこで、避難所を

中心に生活をする方を対象とした症候群サーベイランス

「避難所サーベイランス」のツールを開発した。インタ

ーネット上のデータベースを構築した。入力内容は、症

候群情報(急性期の消化器症状、インフルエンザ・インフ

ルエンザ様症状、急性の呼吸器症状、発熱を伴う発疹・

水疱、破傷風・髄膜炎・脳炎などの神経症状、皮膚に限

局する感染症疾患、けがに関連した感染症、黄疸、死亡)

とし、年齢階層(5 歳未満、5-64 歳、65 歳以上)の人数と

した。避難所ごとに即時に情報還元が行われ、発症者が

増加した場合、自動的に異常探知が表示される。これら

の情報は保健所、県庁等の関係者に即時に情報共有され
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た。 

[大日康史、菅原民枝、安井良則、中島一敏、砂川富正、

八幡裕一郎、谷口清州、岡部信彦] 

 

2. 日米バイオデフェンス 

共同研究文部科学省安心安全プロジェクトの一つである

日米バイオデフェンス研究事業において、日米双方で

Biodefence に関わる情報交換を継続して行っている。本

年度は食品テロとともに、福島原発の事故より放射線障

害に関する最新研究状況についてシンポジウムを行った。 

[谷口清州] 

 

3. 新型インフルエンザのパンデミック対策に関する

研究 

数理モデルを用いて、新型インフルエンザの被害を予測

する際に、全国民の移動の情報として国勢調査を活用し

た。これによって、従来は都市部に限られていたシミュ

レーションを、全国を一元的に扱うことが初めて可能と

なった。 

数理モデルに用いるパラメーターのうち、人々の行動に

関する調査研究を行った。特に、パンデミック時の外出

自粛の割合、在宅勤務体制の現状、食料備蓄の現状につ

いて検討した。 

[大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡部信彦] 

 

4. 国際保健規則(IHR)の実施に関連する新型インフル

エンザへの備えに関する研究 

厚生労働科学研究費補助金「新型インフルエンザに対す

る公衆衛生対応に関する研究」(研究代表者押谷仁)によ

り、インフルエンザの公衆衛生対応として、パンデミッ

ク時における有効性の高い検疫の在り方、および関連す

る IHRの国内外の活用について現場の状況を把握するこ

とを目的として、主に国内外の検疫体制について調査し

た。国内においては羽田空港検疫所、また国外において

はインドネシアにおけるマカッサル海港検疫所、スカル

ノハッタ空港検疫所を訪問し、インドネシアでは IHR に

準拠した新型インフルエンザ対応が行なわれていること

を見出した。我が国においては 2012 年 6 月が期限となっ

ているコアキャパシティー評価についても、現場では行

われていないことにより、世界的に標準な IHR の調査項

目を元に、新型インフルエンザ対策を主眼とした調査を

来年度計画している。 

[砂川富正、八幡裕一郎、神谷元、河野有希、谷口清州、

阪口洋子(北里大学・東京検疫所羽田空港支所)] 

 

5. 沖縄県宮古島市におけるパンデミックインフルエ

ンザ(H1N1)2009 の罹患率・受診率・入院率の推計

と流行像の特徴に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「国際的な感染症情報の収集、

分析、提供機能および我が国の感染症サーベイランスシ

ステムの改善・強化に関する研究」として、前年度まで

に、沖縄県宮古島市におけるインフルエンザの全数報告

サーベイランスおよび宮古島市役所職員を対象に行った

自記式質問票から得られたデータを元に、新型インフル

エンザ(この場合はA/H1pdmまで検出)の罹患率、入院率、

重症例などについて調査し、流行像の疫学的特徴につい

て検討しており、宮古島市における人口当たりの罹患率

は 14.5%(95%CI:13.5-15.5%)、人口当たりの受診率 11.1％

(95%CI:10.8-11.4) 、 ILI 発 症 者 の 入 院 率 は

0.6%(95%CI:0.8-1.2%)と推計された。さらに宮古島市職

員のうち同意の得られた 404 人の血清を採取し、年齢群

別の抗体陽性率および不顕性感染率などについて調査し、

流行像の疫学的特徴について検討した。その結果、

A(H1N1)pdm09 含有ワクチンの接種歴のない 274 例中に

おける抗体陽性率は 88 人(32.1%)であり、年代別の抗体

陽性率はそれぞれ 20 代 55.1%,30 代 41.2%,40 代 46.3%,50

代 26.4%,60 代 0%であった。またワクチン接種が無い抗

体陽性者 88人のうちインフルエンザ様患者(ILI:Influenza 

like illness)の症例定義に合致する、顕性感染者は 28 人

(31.8%)であり、これはワクチン接種歴のない者全体 274

例の 10.2%であった。これらのことから宮古島市の 20-50

代の集団のなかでは、2009-2010 年の A(H1N1)pdm09 流

行期間中、不顕性感染者が約 10%存在すること、不顕性

感染者が顕性感染者の 2 倍程度存在する可能性が示唆さ

れた。 

[島田智恵、豊川貴生、佐藤弘、多屋馨子、平良勝也・古

謝由紀子(沖縄県衛生環境研究所)、砂川富正、谷口清州] 

 

6. バイオテロ対策の数理モデルの開発 
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新型インフルエンザ同様に国勢調査を用いてのバイオテ

ロに使用される可能性のある感染症、特に天然痘、ペス

ト、炭疽菌に関して、数理モデルを用いて公衆衛生対応

について評価した。その結果を、GIS(地理情報処理シス

テム)を用いて地図上に表現し、より現実的に被害の探知、

地域的な拡散を検討した。天然痘の数理モデルは天然痘

対応指針の改訂の議論に提供し、その成果およびプログ

ラムは厚生労働省をはじめ関係部局に提供した[大日康

史、菅原民枝、谷口清州、岡部信彦] 

 

7. バイオテロ防止におけるバイオリスク管理、教育、

訓練の方法論に関する研究 

(１)厚生労働科学研究費補助金健康安全・危機管理対策

総合研究事業「健康危機管理における効果的な医療体制

のあり方に関する研究」(主任研究者：大友康裕)の分担

研究として、感染症医療体制と災害・救急医療体制の連

携方法に関する研究、特に、バイオテロ関連疾患、新型

インフルエンザについて情報を収集し、救急や災害医療

の役割について検討を行った。得られた情報を、同研究

班の DMAT 研修の場で現場の医師等に還元し、協議を行

った。また、バイオテロ関連疾患、新型インフルエンザ

と医療体制について、課題を整理した。APEC の際には

症候群サーベイランスを含む感染症情報への監視が行わ

れ、情報センター関係者による本部への要員の派遣が行

われた。 

[砂川富正、中島一敏、大日康史、谷口清州、岡部信彦、

大友康裕(東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野)] 

 

(２)厚生労働科学研究費補助金新興・再興感染症研究事業

「国際的なバイオリスク管理の基準に基づく病原体取扱

いと管理のモデル総合システムの構築と検証に関する研

究」(研究代表者：杉山和良)の研究分担として、バイオリ

スク評価理論の確立、同テキストの制作、バイオリスク評

価理論の研修の設計とその継続教育法について研究を実

施した。 

[重松美加、安藤秀二(ウイルス第一部)、藤本秀士(九州大学)、

HelmutPrendinger( 国 立 情 報 学 研 究 所 ) 、

JennifierGaudioso(SandiaNationalLaboratories),SusanCaskey(

同)] 

 

(３)欧州標準化委員会の下において、欧州バイオセーフテ

ィ学会のイニシアチヴによるイオセーフティ専門家の定

義と必要技能の特定および、技能評価と資格認証の仕組み

確立に貢献した。バイオセーフティ専門家のコンピテンシ

ー「CENWORKSHOPAGREEMENT16335」として完成し、

発効した。 

[重松美加、佐多徹太郎(富山衛生研究所)] 

 

8. 感染症法のリスクコミュニケーションに関する研

究 

厚生労働科学研究費補助金健康安全・危機管理対策総合

研究事業「健康危機管理従事者のリスク／クライシスコ

ミュニケーションスキル向上のための研修プログラムの

開発と評価」(研究代表者：吉川肇子)の分担研究として、

感染症対応の第一線の地方行政や厚生労働省担当者らへ

実施した異なる形の複数の研究会の成果をもとに、研修

方法のモデルを選定し、参考資料として編纂を行った。

リーフレット、ゲーム形式の学習教材、事例等の作成も

行い、感染症調査を下敷きとした、食中毒の調査方法を

通じて、組織編成、コミュニケーションの重要性、陥り

やすい失敗などを学ぶ教材について、日英両言語での制

作に貢献した。 

[重松美加] 

 

9. バイオテロ防止およびバイオテロ下における効果

的な医療体制のあり方および評価に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金健康安全・危機管理対策総合

研究事業「健康危機管理における効果的な医療体制のあ

り方に関する研究」(主任研究者：大友康裕)の分担研究

として、感染症医療体制と災害・救急医療体制の連携方

法に関する研究、特に、バイオテロ関連疾患について検

討を行った。同研究班の DMAT 研修の場で現場の医師等

に還元し、協議を行った。 

[中島一敏、砂川富正、大日康史谷口清州、岡部信彦、大

友康裕(東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野)] 

 

10. 健康危機情報の迅速な分析と提供によるリアルタ

イムの対策活用のために必要な人材と仕組みの特

定と養成方法に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金健康安全・危機管理対策総合
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事業「積極的健康危機情報の収集と分析および健康危機

管理行政への情報提供のための情報探索機構に関する研

究」の研究代表者として、改正国際保健規則にある新し

いサーベイランスによる健康危機情報の早期検知の為の

人材育成と運用に関して、World Wide Web上のニュース、

ブログ、報道発表、噂等から健康危機情報の早期検知を

行っている世界の 6 つのシステムと、国内の県および国

立機関の部門について、情報分析人員の活動の面から調

査と比較解析を行った結果から、人材育成の重要性と情

報分析における医療・科学に偏らない人材の登用の必要

性を提言した。また、Joint Research Centrefor European 

Commission の協力を得て、情報重複の排除、合目的な情

報トリアージプログラムの検討を行った。 

[重松美加、谷口清州、山下和予、NigelCollier(国立情報

学研究所)] 

 

17. 1 類感染症発生時の疫学調査手法に関する研究 

「我が国における一類感染症の患者発生時に備えた診

断・治療・予防等の臨床的対応及び積極的疫学調査に関

する研究」(主任：加藤康幸国立国際医療研究センター国

際医療支援室医長)の分担研究者として、ウイルス出血熱

事例が発生した際の疫学調査手法について検討した。エ

ボラ出血熱、マールブルグ出血熱、ラッサ熱を対象とし、

先進国における発生時対応、ヒト－ヒト感染のリスクに

関するシステマティックレビューを行った。また、ドイ

ツロバート・コッホ研究所(RKI)、英国健康保護局(HPA)、

スウェーデン感染症研究所(SMI)、欧州 CDC、WHO 本部、

英国ロイヤルフリー病院、マンチェスター大学を視察し、

ウイルス出血熱輸入例の臨床対応、公衆衛生対応、ガイ

ドラインの開発と運用、ラボ、情報共有等につき情報収

集、検討した。 

[中島一敏、牛澤洋人] 

 

Ⅲ．感染症の疫学、統計等に関する研究 

1. インフルエンザによる超過死亡の評価 

人口動態調査の月別全死因死亡者数のデータから、イン

フルエンザ流行の我が国の人口動態に与える影響を、「感

染研」モデルを用いてインフルエンザによる超過死亡を

推定し公表した。 

[大日康史、菅原民枝、谷口清州] 

 

2. インフルエンザ関連死亡迅速把握に関する研究 

20 大都市から提供されるインフルエンザ関連死亡(イン

フルエンザ及び肺炎死亡)数を用い、「感染研モデル」と

同種の超過死亡推定モデルを適用し、各都市毎の週単位

の超過死亡を推定し、迅速な情報還元を行った。 

[大日康史、菅原民枝、谷口清州、厚生労働省健康局結核

感染症課、20 大都市・特別区衛生主幹部局] 

 

3. インフルエンザ様疾患罹患時の異常行動に関する

研究 

インフルエンザ様疾患罹患時に見られる異常行動につい

て、前向き調査を重度、軽度にわけ実態把握を行い、安

全性調査委員会に情報提供した。 

[岡部信彦、大日康史、菅原民枝、谷口清州] 

 

4. 食品媒介経路の締める比率や原因食品の寄与率推

定のための手法の開発 

厚生労働科学研究費補助金(食品の安心・安全確保推進研

究事業)「食中毒調査の精度向上のための手法等に関する

調査研究」(研究代表者岡部信彦)により、4 自治体(岩手

県、東京都多摩地区、静岡県[静岡市、浜松市を除く]、

静岡市、岡山市、熊本県[熊本市を除く))の協力を得て、

腸管出血性大腸菌の散発感染例に対して、インターネッ

ト調査会社の登録者から対照を選び症例対照研究を実施

した。多変量解析により有意なリスク食品が特定された。 

[八幡裕一郎、春日文子、岡部信彦] 

 

5. 広域食中毒事例調査における課題検出の研究 

厚生労働科学研究費補助金(食品の安心・安全確保推進研

究事業)「食中毒調査の精度向上のための手法等に関する

調査研究」(研究代表者岡部信彦)により、国内で発生し

た広域食中毒事例における自治体の課題について整理し、

報告してきたが、今後の広域事例対応を円滑に進めるた

めのガイドライン作成に継続して取り組み、先行して質

問票としては、自治体に活用可能な形として NESFD に

掲載した。本文については、収集した情報が食中毒行政

に関する課題を取り上げているものが多かったことから、

別項としてまとめた。ガイドライン自体は今後、実用面

に重きを置くマニュアル的なものとして整理する予定で



感染症情報センター 

ある。 

[砂川富正、八幡裕一郎、多田有希、島田智恵、齊藤剛仁、

杉下由行(東京都)、春日文子、岡部信彦] 

 

6. 食中毒及びアウトブレイク疫学研修の遠隔教育シ

ステムの教材開発 

厚生労働省監視安全課が運用する NESFD システムによ

る疫学研修遠隔教育システムを用いた教材の開発を行っ

た。 

[中島一敏] 

 

7. 生鮮食品を共通職とする原因不明食中毒に関する

疫学的研究 

平成 23 年度厚生労働科学研究費補助金(食品の安全確保

推進研究事業)「生鮮食品を共通食とする原因不明食中毒

の発症機構の解明に係る調査研究」(研究代表者大西貴

弘)により、国内で発生したひらめを喫食し、消化器症状

を呈した事例について発生状況の把握を行った。把握は

ベースラインデータの収集(地域、産地、季節等の検討の

ため)、臨床像の検討として症状、潜伏期、症例定義等の

検討、発症のリスク因子、予防因子の検討を行うことを

目的とした。喫食量が多いと潜伏期が短くなり、クドア

に汚染されたヒラメの喫食が発症と関連していた。また、

仕入日別で調整したオッズ比がクドアに汚染されたヒラ

メの喫食で発症と関連しており、ロットによるクドア汚

染の違いが考えられた。クドアの汚染を出来るだけ少な

くすることが対策として考えられた。本研究の結果は平

成 23 年度食中毒部会で報告を行い、行政的な対策へとつ

ながった。 

[八幡裕一郎] 

 

8. 3類感染症の発生状況と原因食品の推定に関する研

究 

2011 年の赤痢の発生数は 299 例で、調査を始めて最小

を記録した 2009 年以来、2 年連続して増加した。国内発

生数は 156 例であった。大半がソンネ菌であった。2011

年の集団事例は福岡県の幼稚園と広島市の保育園に関連

した小規模の集団事例についで、34 週から東北地方の飲

食チェーン店を中心とした広域事例が起きた。保健所等

の調査により共通食品は判明したが、菌が検出されず特

定には至らなかった。2012 年には、第 8 週に山梨県で、

第9週に和歌山県及び千葉県でフレキシネル2bの感染例

が報告され、簡易調査票や情報収集により同一チェーン

店の回転寿司で喫食したことが明らかになった。 

[伊藤健一郎、多田有希、齊藤剛仁、涌井拓、松﨑充宏（海

事検定協会）] 

 

9. 感染症疫学情報の解析・評価に関する研究 

特定の感染症を患者発生情報と病原体情報の両面から総

合的解析を行った。本年度中に「病原微生物検出情報」

特集記事として掲載されたテーマは、2011 年４月号：コ

レラ、5 月号：腸管出血性大腸菌感染症、6 月号：デング

熱・デング出血熱とチクングニア熱、7 月号：ウイルス

性出血熱、8 月号：ライム病、9 月号：風疹・先天性風疹

症候群、10 月号：HIV/AIDS、11 月号：インフルエンザ、

12 月号：ノロウイルス食中毒、2012 年 1 月号：下痢原性

大腸菌、2 月号：麻疹、3 月号：手足口病である。 

[山下和予、赤塚昌江、加藤信子、徳永真里子、野地元子、

齊藤剛仁、多田有希、安井良則、谷口清州、多屋馨子、

藤本嗣人、伊藤健一郎、木村博一、岡部信彦、井上栄(感

染症情報センター)、大西真、寺嶋淳、荒川英二、川端寛

樹、伊豫田淳(細菌第一部)、倉根一郎(副所長)、西條政幸、

安藤秀二、高崎智彦、森川茂(ウイルス第一部)、脇田隆

字、清水博之、片山和彦(ウイルス第二部)、竹田誠、駒

瀬勝啓、森嘉生(ウイルス第三部)、田代真人、小田切孝

人(インフルエンザウイルス研究センター)、柴山恵吾、

加藤はる、鈴木里和(細菌第二部)、野崎智義(寄生動物部)、

小林睦生(昆虫医科学部)、今岡浩一(獣医科学部)、長谷川

秀樹(感染病理部)、石井則久(ハンセン病研究センター)、

俣野哲朗(エイズ研究センター)、中嶋建介、宮川昭二(国

際協力室)、野田衛、山本茂貴(国立衛研)、富澤一郎(企画

調整主幹)、渡邉治雄(所長)、吉倉廣(前所長)、林修一郎、

中嶋健介、南川一夫、森田剛史、温泉川肇彦、松岡隆介、

石丸歩、堀内直哉、黒羽真吾、平賀紀行(厚生労働省)] 

 

10. 性感染症(STD)発生動向に関する研究 

厚生労働科学研究「性感染症に関する予防、治療の体系

化に関する研究」(研究代表者小野寺昭一)の一環として、

感染症法に基づきサーベイランスが実施されている性器

クラミジア感染症、性器ヘルペス、尖圭コンジローマ、
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淋菌感染症(以上定点把握)及び梅毒(全数把握)の発生動

向について、昨年度までに続き、2011 年報告分を加えて

解析した。定点把握については、地域毎の定点数や診療

科比率などを含め、サーベイランスデータの妥当性につ

いての評価は本研究班全体の引き続きの課題である。 

[岡部信彦、多田有希] 

 

11. 国内感染者集団の大規模塩基排列データに見出さ

れる HIV 集団の遺伝的変異に関する研究 

日本国内感染者の薬剤耐性データベースに集められた

HIV-1 の塩基配列から、HIV-1SubtypeB の国内感染動向を

推測した。距離行列法と Bayesian Markovchain Monte 

Carlo 法による系統樹を比較することによって 249 種類

の国内感染クラスターを同定した。クラスターの分布は、

スケールフリーの様相を呈していた。SubtypeB は、血友

病患者を除けば主に 2000 年代にクラスターを形成し始

め、クラスターの主要なリスク因子は MSM であること

が明らかとなった。また、クラスターのメンバーが例外

なく男性であることから、リスク行動として異性間交友

を上げた感染者でも、実際は同性間交友による感染が起

こっていることが強く疑われた。これらのクラスターは、

弱い地域との相関がある一方で、大都市間の相互作用も

あり、地域内での流行と、大都市間の交流の２つが作用

した高次構造をとっていることがわかった。 

[椎野禎一郎] 

 

12. MSM における HIV/AIDS を含む性感染症の発生動

向に関する研究 

厚生労働科学研究「MSMのHIV感染対策の企画、実施、、

評価の体制整備に関する研究」(研究代表者市川誠一)の

一環として、性的接触により感染し得る HIV/AIDS 以外

の感染症についても同時に予防啓発に繋ぐことを目的に、

感染症発生動向調査の対象疾患のうち HIV/AIDS、梅毒、

A 型肝炎、B 型肝炎、アメーバ赤痢、ジアルジア症につ

いて、男性同性間性的接触によるとして報告された症例

について解析・検討した。 

[多田有希、市川誠一(名古屋市立大学)] 

 

13. インフルエンザ脳症の疫学に関する研究 

厚生労働科学研究「インエンザなど重症インフルエンザ

の発症機序解明とそれに基づく治療法、予防法の確立に

関する研究」(研究代表者森島恒雄)の一環として、イン

フルエンザ脳症の発生動向について、感染症発生動向調

査による急性脳炎届出からインフルエンザを原因とする

ものを抽出して解析を行なっている。2011/2012 年シーズ

ンは 2012 年第 17 週までに 86 例(男性 50 例、女性 36 例)

のインフルエンザ脳症の届出があり、年齢分布、ウイル

スの型別等について検討を行った。 

[安井良則、島田智恵、多田有希、岡部信彦] 

 

14. B 型肝炎の発生状況と届出状況に関する研究 

厚生労働科学研究「B 型肝炎ジェノタイプ A 型感染の慢

性化など本邦における実態とその予防に関する研究」(研

究代表者溝上雅史)の一環として、感染症法にもとづく B

型肝炎の発生状況および届出状況を検討した。 

[多田有希、伊藤清顕(国立国際医療センター国府台病院)、

溝上雅史(国立国際医療センター国府台病院)] 

 

15. 腸管出血性大腸菌感染症に併発した脳症患者の発

生状況に関する研究 

厚生労働科学研究「食中毒調査の精度向上のための手法

等に関する調査研究」(研究代表者岡部信彦)の一環とし

て、腸管出血性大腸菌感染症に併発した脳症症例の疫学

的特徴とリスク因子の把握を目的に、感染症発生動向調

査による2006年から2010年の報告データについて、性、

年齢、都道府県、血清型・毒素型、感染経路・感染原因

等の集計・解析を行った。 

[杉下由行(東京都健康安全研究センター)、齊藤剛仁、冨

岡鉄平、島田智恵、砂川富正、多田有希] 

 

17. 耐性菌サーベイランスの評価に関わる研究 

「国際的な感染症情報の収集、分析、提供機能および我

が国の感染症サーベイランスシステムの改善・強化に関

する研究」(研究代表者谷口清州)の分担の一つとして、

現状の VRE サーベイランスと MRSA サーベイランスの

系統的評価を行った。いずれも多くの課題が挙げられ、

報告書としてまとめた。 

[具芳明、谷口清州] 
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Ⅳ．予防接種ならびに予防接種で予防可能疾患における

今後の感染症対策に関する研究 

1. 予防接種後副反応サーベイランスならびに迅速な

対策に繋げるための研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「予防接種後副反応サーベイラ

ンスの効果的な運用とその行政的な活用のあり方に関す

る研究(研究代表者多屋馨子)」として、予防接種後副反

応報告書の内容を検討するための管理システムの構築を

行い、国内の副反応情報について文献検索を行い、海外

での予防接種後健康被害救済並びに予防接種後副反応サ

ーベイランスに関する情報収集を行った。 

[多屋馨子、岡部信彦、砂川富正、神谷元、安井良則、新

井智、佐藤弘、北本理恵、落合雅樹(検定検査品質保証室)、

田中敏博(静岡厚生病院)、齋藤昭彦(新潟大学医学部小児

科)、永井利三郎(大阪大学医学部保健学科)] 

 

2. 麻疹、風疹ワクチンに関する研究 

(１)麻疹排除に向けた対策の構築ならびに実施 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「ワクチン戦略による麻疹およ

びワクチンで予防可能疾患の疫学並びにワクチンの有用

性に関する基礎的臨床的研究(研究代表者岡部信彦)」の

研究の一貫として、平成 24(2012)年という WHO 西太平

洋地域における麻疹排除目標の達成に向けて、国が定め

る「麻疹対策技術支援チーム」として、国内で必要と考

えられる様々な麻疹排除に関連する計画案の策定、およ

び実施に携わった。その代表的なものとして以下を挙げ

る。 

〈予防接種の徹底と接種率向上に向けた取り組み〉 

－自治体別の定期的な接種率の評価と還元 

－都道府県を対象とした麻疹対策に関する調査の集計

と解析 

〈患者発生動向の評価〉 

－全数把握制度における麻疹患者発生の評価、解析 

と定期的な還元 

〈集団発生対応〉 

－集団発生に対する技術的助言の実施 

〈その他の情報提供〉 

－「最近の知見に基づく麻疹検査診断の考え方」作成 

－麻しん排除に向けた積極的疫学調査ガイドライン第

三版の作成 

－医師による麻しん届け出ガイドライン第三版の作成 

－医療機関での麻疹対応ガイドライン第三版の作成 

－国の麻しん対策推進会議用に資料作成・発表 

[岡部信彦、多屋馨子、砂川富正、島田智恵、山下和予、

多田有希、安井良則、中島一敏、神谷元、谷口清州、大

日康史、菅原民枝、八幡裕一郎、佐藤弘、FETP12&13 期] 

 

(２)麻疹排除に向けた対策の構築ならびに実施 

麻疹対策技術支援チームの一員として、麻疹排除に向け

た戦略の構築、発生時対応について検討した。 

[FETP 安藤由香、三崎貴子、涌井拓、中島一敏、八幡裕

一郎、神谷元、島田智恵、安井良則、多田有希、多屋馨

子、谷口清州、岡部信彦] 

 

(３)わが国における麻疹排除の地域レベルの指標に関す

る研究 

2012 年度末に迫った我が国の麻疹排除について、各自治

体において進捗状況を示す他の指標を整備するための情

報収集を行い、実際に沖縄県などにおいて進捗状況に関

する情報を確認した。同県においては、2011 年度末に、

WHO が求める全ての麻疹排除の指標を満たしていたこ

とから、他地域のモデル的な意味を含めて、さらに情報

の整理を進めている。 

また、国レベルの麻疹排除に関する状況については、

WHO における会議にて発表をした(2012 年 3 月)。 

[砂川富正、多屋馨子、平良勝也(沖縄県衛生研究所)、知

念正雄(知念小児科)、岡部信彦] 

 

(４)亜急性硬化性全脳炎(SSPE)の発生状況に関する研究 

厚生労働科学研究「プリオン病及び遅発性ウイルス感染

症に関する調査研究」(研究代表者山田正仁)の一環とし

て、麻疹根絶(排除)状態の最終確認となるとも言える

SSPE の発生状況を把握することを目的に、特定感染症

治療研究事業の下で収集されている臨床調査個人票のデ

ータ解析から、発生数(報告数)、疫学、臨床情報、療養

状況等の把握を行った。 

[多田有希] 
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(５)ラオスにおける麻疹・風疹と CRS の疫学 

WPRO における 2012 年の麻疹排除、および今後の EPI

戦略にかかわる風疹の血清抗体保有状況に関して、ラオ

スの首都ビエンチャンに居住する妊婦を対象に血清疫学

調査の計画と実施に対する支援を行った。 

[山本久美、牛島廣治(藍野大学)、駒瀬勝啓(ウイルス第 3

部)、渡邉治雄] 

 

(６)風疹に関する予防対策，今後の風疹ワクチンのあり

方に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「予防接種で予防可能疾患の今

後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究(研究代

表者岡部信彦、研究分担者平原史樹)」の一貫として、先

天性風疹症候群ならびに風疹対策として、国内の風疹患

者、抗体保有状況、予防接種状況を検証し風疹罹患妊娠

女性に関する二次相談窓口が設置ならびに産科領域にお

ける麻疹、水痘、ムンプスなどの院内感染問題について

も検討した。 

[平原史樹(横浜市立大学)、奥田実加(横浜市立大学)、駒

瀬勝啓(ウイルス第 3 部)、寺田喜平(川崎医科大学)、種村

光代(種村ウイメンズスクリニック)、川名尚(帝京平成看

護短期大学)、多屋馨子、岡部信彦] 

 

3. イギリス、韓国における予防接種後健康被害対応体

制の実態に関する研究 

現在構築中の予防接種後健康被害報告と同被害救済申請

に関する電子化システムに資するために、厚生労働科学

研究費補助金(新興・再興感染症研究事業)「予防接種後

健康被害審査の効率化に関する研究(多屋班)として、海

外における予防接種後健康被害に対する補償システムの

概要、及び副反応事例に対する対応について、今年度は

公衆衛生発祥の地であるイギリス HPA、同国における副

反応対応体制およびヨーロッパ全体のネットワーク

(EMA)、さらには予防接種に関するリスクコミュニケー

ション(ロンドン大学)などを訪問した。また東アジア地

域で最も先進と言われる韓国を訪問し、副反応に対する

協議の実際の場を見学させてもらう機会を得た。隣国で

ある韓国を含め、世界で最も先進的な予防接種体制を構

築している国々から学ぶべき点は多く、今後も情報交換

を密に行い、我が国の体制への参考情報とすべきである。 

[砂川富正、神谷元、多屋馨子] 

 

4. 予防接種間違い防止に資する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「予防接種後副反応サーベイラ

ンスの効果的な運用とその行政的な活用のあり方に関す

る研究(研究代表者多屋馨子)の一環として、予防接種間

違い事例に関する調査を行った。ワクチンの接種間隔や

種類を間違えた事例が多く、分かりやすいマニュアル作

成などの対策が必要と考えられた。 

[佐藤弘、多屋馨子、新井智、荒木和子] 

 

5. 定期接種への導入が検討されているワクチンに関

する調査 

(1)疾病の流行状況とワクチンの意義に関する研究 

厚生労働科学研究医薬品・医用機器等レギュレトリー

サイエンス総合研究事業ワクチンの有用性向上のため

のエビデンス及び方策に関する研究(研究代表者庵原俊

昭・神谷齊)の協力研究者として、三重県下 2 市におけ

る、ロタウイルス感染性胃腸炎の入院例の調査を行った。

また、この地域でのロタウイルスの流行株の特定、さら

にはこれらの結果に基づいて、ロタウイルスワクチンの

我が国への導入の検討を行った。 

さらに、外来における疾病負荷を調査するため千葉県い

すみ市、三重県津市、川崎医科大学にてロタウイルス感

染性胃腸炎患者の積極的サーベイランスを実施した。 

[浅田和豊、菅秀(国立三重病院)、中野貴司、田中孝明(川

崎医科大学小児科)、東川正宗(山田日赤病院小児科)、井

戸正流(三重中央医療センター小児科)、谷口孝喜(藤田保

健衛生大学ウイルス、寄生虫学講座教授)、梅本敏和(う

めもとこどもクリニック)、伊東宏明、黒木春郎(外房こ

どもクリニック)、神谷元] 

 

(２)ワクチンの副反応に関する研究 

平成 23 年度に導入されたロタウイルスワクチンの副反

応の 1 つに挙げられている腸重積症に関してこれまで

わが国には体系化された全国規模のサーベイランスは

実施されていなかった。今年度全国 13 道県における腸

重積症の積極的サーベイランスを構築し、2007 年から
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2011 年までの過去 5 年間の腸重積症、並びに 2012 年に

関しては腸重積症患者を診断するたびにサーベイラン

スに報告してもらった。現在情報収集中である。 

[岡部信彦、大石和徳、多屋馨子、砂川富正、大日康史、

菅原民枝、神谷元] 

 

6. 海外における予防接種政策のシステムに関する研

究 

海外における予防接種政策のシステムに関する研究 

米国 ACIP(予防接種専門家会議)に出席し、予防接種の最

新情報を収集するとともに、諸外国における予防接種政

策のシステムについて調査した。 

[神谷元、岡部信彦] 

 

7. ワクチンの需要予測 

ワクチンの安定供給を目的として、季節性インフルエンザ

ワクチンの需要予測を行った。また、ワクチン需給予測プ

ログラム開発事業において、及び新型インフルエンザワク

チンの需要分析を行った。 

[大日康史、菅原民枝、岡部信彦] 

 

8. ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対

効果分析 

ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対効果分

析をインフルエンザ、水痘、Hib ワクチンなどを対象に実

施してきたが、それ以外の任意接種に関しても行い総合的

に検討した。評価の視点において、社会的視点の重要性を

検討した。 

[大日康史、菅原民枝、岡部信彦] 

 

9. 自治体における予防接種管理ソフトの改良と普及

に関する研究 

各自治体において、定期予防接種あるいは自治体独自の任

意接種に対する公費補助を一元的に管理する予防接種管

理ソフトを改良し、普及に努めた。本年度は予防接種台帳

出力機能を備えた。 

[大日康史、菅原民枝、岡部信彦] 

 

10. 百日咳の血清診断向上に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新興・再興感染症研究事業)

「インフルエンザ及び近年流行が問題になっている呼吸

器感染症の分析疫学研究(主任研究者廣田良夫)」の分担

研究として、宮崎県延岡市において発生した百日咳の集

団発生の実地疫学調査を元に、菌凝集素価と抗 PT 抗体

価の比較を行い、診断精度向上に努めるべく分析を行っ

た。さらに、高知県においては、次年度からの全数強化

調査に関する準備を行った。今後の我が国における重要

な百日咳の基礎データを蓄積することを目的としている。 

[砂川富正、神谷元、大平文人、安藤由香、松本道明(高

知県衛生研究所)] 

 

11. 日本脳炎ウイルス感染のリスク評価指標設定およ

び実施に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「国際的な感染症情報の収集、

分析、提供機能および我が国の感染症サーベイランスシ

ステムの改善・強化に関する研究」として、「沖縄本島

における日本脳炎ウイルス感染リスク評価」の活動を行

った。すなわち、沖縄本島北部・中部の各医療機関 2

か所より得られた血清 189 検体より、沖縄本島北部およ

び中部地域の医療機関において、5 歳以下の小児におけ

る日本脳炎抗体価保有状況を標準的な質問票と共に調

べた。本調査において、3 歳以上のワクチン接種率(不

明を省く)は 54.3％と算出された。ワクチン接種は抗体

価の上昇に有効であり、接種回数が多くなるに従い、ラ

ボラトリー株ではない沖縄株に対する抗体保有率、

GMT 共に高くなった。ワクチン接種歴無群の抗体保有

状況は、低い月齢で北京株、中山株に対する抗体の保有

率、高い抗体価が認められ、母親からの移行抗体を反映

していると考えられる。1-3 歳頃は、殆んどの株に対す

る抗体価は上昇しておらず、この間における感染リスク

が高いことが推察される。ワクチンスケジュールを考慮

する上で重要な情報である。本調査において、1 歳以上

でワクチン接種歴の無いものを対象に、≧1:10 の抗体

価を有するものを Case としたところ、20 例が該当した。

本調査における自然感染率は、暫定的に 18.7%と高く算

出された。日本脳炎ウイルスへの曝露に関するリスク行

動を算出することは出来なかった。今後、さらなる分析

を行う予定である。日本脳炎の疫学を考える上で、沖縄

においても限局しつつあると言われるコガタアカイエ
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カ分布の情報、水田の分布、吸血源(豚、牛、鳥等)の分

布についても考慮し、ワクチン接種状況から考えられる

感受性者の分布と共に、その感染リスクを評価し、公衆

衛生上の提言を行っていく必要がある。 

[砂川富正、神谷元、斉藤美加(琉球大学)、當間孝子(琉球

大学)、伊佐真之(沖縄県立北部病院)、浜端宏英(アワセ第

一医院小児科)、谷口清州] 

 

Ⅴ．病原体等の研究 

1. 日本脳炎ウイルスに関する研究 

東南アジアおよび日本に生息する日本脳炎ウイルス媒介

蚊の遺伝的多様性について検討した。その結果、日本の

コガタアカイエカと海外のコガタアカイエカに遺伝的な

多様性があることが明らかになった。 

[新井智、浜田雅史、荒木和子、佐藤弘、多屋馨子、岡部

信彦(感染症情報センター)、沢辺京子(昆虫医科学部)、小

林睦生(昆虫医科学部)] 

2. インフルエンザウイルスの検出法ならびに検出部

位に関する臨床的検討 

厚生労働科学研究費補助金医薬品･医療機器等レギュラ

トリーサイエンス総合研究事業「ウイルス検出を目的と

した体外診断薬の再評価技術基盤に関する研究」(研究代

表者小林和夫、研究分担者多屋馨子)の分担研究として、

国内で市販されているインフルエンザ迅速診断キットの

検出感度を A/California/2009pdm 株を用いて比較検討し

た。臨床現場で多く用いられている 12 キットについて、

デバイスの最小検出感度を調べた。また、キット添付の

検体採取用 Swab、検体溶出用容器の比較を行った。 

[多屋馨子、荒木和子、佐藤弘、新井智、岡部信彦] 

 

3. OPV 投与後のポリオウイルスの排出 

OPV 接種後、腸管内における血清型別ワクチンウイルス

の増殖を明らかにすることを目的とし、糞便中のポリオ

ウイルス量を real-timePCR により、経時的、血清型別に

調べた。また、糞便中の各血清型別中和抗体価を TCID50

法により測定した。 

[荒木和子、佐藤弘、多屋馨子、岡部信彦] 

 

4. トガリネズミ目の新しいハンタウイルスの検索 

動物由来感染症対策の一環として新しいハンタウイルス

の検索を行った。その結果、モンゴルおよび日本のトガ

リネズミ型目動物に新しいハンタウイルスを発見した。

[新井智、浜田雅史、佐藤弘、荒木和子、多屋馨子、岡部

信彦(感染症情報センター)、森川茂(ウイルス一部)、

KyleTaylor(北大),西澤次訓(北大)、坪田敏男(北大)、大館

智 志 ( 北 大 ) 、 Jin-WonSong( 韓 国 コ リ ア 大 学 ) 、

Bazartseren,Boldgiv( モ ン ゴ ル 、 Natinal Univerisity of 

Mongolia)、RichardYanagihara(米国ハワイ大学医学部)] 

 

5. ダニ媒介性疾患発生地域における不明熱疾患の検

索 

ダニ媒介性疾患が疑われるものの、感染源の明らかにな

らない熱性疾患の原因を検索する一環として島根県およ

び埼玉県のダニ媒介性疾患発生地域における野生動物の

病原体保有調査を行った。 

[新井智、浜田雅史、佐藤弘、荒木和子、多屋馨子、岡部

信彦、田原研司(島根県環境衛生研究所)、近真理奈、山

本徳栄(埼玉衛研)、石原智明(酪農大獣医)] 

 

6. アデノウイルス感染症の病原体サーベイランスの

ための研究 

(１)新型アデノウイルス 53、54 および 56 型同定法の開

発 

これまで流行性角結膜炎を引き起こすアデノウイルスの

型は 8，9 および 37 型とされてきた。しかし、諸外国と

異なり日本においては 8 型がほとんど検出されなくなり、

8 型と類似した新型アデノウイルス 53 および 54 型が検

出されている。さらに、56 型も流行していることが明ら

かになった。そこで、これらの同定法開発を行って標準

化のために取り組んだ。その一環として、53 および 54

型を検出同定するための LAMP 法を作製した。論文報告

した。 

また、これらの型が迅速診断キットで陽性になることを

確認し、論文報告した。 

[藤本嗣人、小長谷昌未、花岡希、岡部信彦] 

 

(２)各種 DNA 検出検査用陽性判断コントロールに関す

る研究 

PCR 法を用いた特異的遺伝子の検出は、様々な感染症に

おいて病因を同定する簡便かつ有用な診断ツールである。
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PCR 法におけるポジティブコントロール(PC)の使用は検

査の結果判定での有用性や検査そのものの反応性を保証

する重要な試料である。そこで、本課題では、マルチプ

レックス PCR 法での各種安定供給可能な利便性の高い

PC を作製した。作製したプラスミドは実際の検査系にお

いて各々良好な結果を示した。 

[花岡希、小長谷昌未、藤本嗣人] 

 

7. エンテロウイルスの塩基配列に関する研究 

手足口病患者から採集したエンテロウイルスがコクサッ

キーウイルス A 群 6 型と同定し、塩基配列を調べた。2011

年に手足口病の大規模流行の全塩基配列を決定した。 

[花岡希、清水博之(ウイルス第二部)、岡部信彦、小林正

明(小林小児科)、小長谷昌未、飯塚節子(島根県保健環境

科学研究所)、榎本美貴(兵庫県立健康生活科学研究所)、

菅原民枝、大日康史、藤本嗣人] 

 

8. コクサッキーウイルスの分離に関する研究 

2011年のコクサッキーウイルスA群 6型の分離効率を調

べた。RD-A 細胞を用いることで効率良くウイルス分離

が出来ることが明らかになった。 

[花岡希、藤本嗣人、岡部信彦、木村愛、京都市衛生環境

研究所、小林正明] 

 

9. ヒトパラインフルエンザ 1型(HPIV-1)の HN遺伝子

解析に関する研究 

山形県で 2002-09 年に分離された HPIV-1 の HN 遺伝子の

詳細な遺伝子解析を行った。NJ 法(近隣結合法)による系統

樹解析により、分離株は 3 つのクレードに分類された。

ML 法(最尤法)による系統樹解析で、分離株は、1950 年か

ら分岐を始め、1980 年代後半に 3 つのクレードを形成し

たことが推定された。HN 遺伝子の塩基置換速度は、

7.7×10−4substitutionspersiteperyear であることも推定された。

解析部位に、positive selectionsite はなかった。さらに、株

間の遺伝学的距離はライノウイルスなどに比べ短いこと

が示唆された。 

[水田克巳、安孫子千恵子、池田辰也、青木洋子、阿彦忠

之(山形県衛生研究所)、齋藤美香、小林美保、塚越博之、

小澤邦壽(群馬県衛生環境研究所)、野田雅博、岡部信彦、

木村博一] 

 

10. 2009/10シーズンに国内で検出された RSウイルス G

遺伝子解析に関する研究 

2009/10 シーズンに国内(青森県・群馬県・熊本県)で検出

された RSウイルス(RSV)50株の G 遺伝子の詳細な解析を

行った。NJ 法による系統樹解析により、検出株は、RSV-A

は GA2、RSV-B は BA にすべて分類された。解析部位に

いくつかの、positive selectionsiteがあることが推定された。

また、株間の遺伝学的距離は比較的短かった。さらに、解

析 部 位 の 塩 基 置 換 速 度 は 、

2.4×10−3substitutionspersiteperyear と推定され、インフルエ

ンザウイルス A 型の H 遺伝子とほぼ同じ速度で進化して

いることが示唆された。 

[吉田綾子(青森県環境保健センター)、清田直子、西村浩一、

原田誠也(熊本県保健環境科学研究所)、小林美保、塚越博

之、小澤邦壽(群馬県衛生環境研究所)、水田克巳(山形県衛

生研究所)、梁明秀(横浜市立大学)、森田幸雄(東京家政大

学)、山本典夫、野田雅博、岡部信彦、田代眞人、木村博

一] 

 

11. 大腸菌の研究 

(１)感染症発生動向調査届出票(大腸菌)の検討 

感染症発生動向調査届出表の大腸菌については改訂がし

ばらく行われなかったことから現状に合わないところが

ある。レファレンス関連会議事前打合せで改定案を検討

して、2011 年度の衛生微生物技術協議会で改定案を示し、

討議した。その結果以下のように決定した、(1)EPEC は

Ｏ群ではなく eae （インチミン遺伝子）陽性の大腸菌、

(2) EAggEC を新しい分類として追加し、aggR（総合的制

御因子）陽性の大腸菌とする。また、NESID に登録され

た大腸菌の発生状況や地方衛生研究所への大腸菌検査の

アンケート結果をまとめて IASR に掲載した。 

[伊藤健一郎、伊豫田淳（細菌第一部）、八柳潤（秋田県

健康環境センター）、甲斐明美（東京都健康安全研究セン

ター）、磯部順子（富山県衛生研究所）、勢戸和子（大阪

府立公衆衛生研究所）、中嶋洋（岡山県環境保健センター）、

村上光一（福岡県保健環境研究所）、上野伸広（鹿児島県

立薩南病院検査部）] 

(２)侵入性大腸菌(EIEC)検査用 invE-PCR の検討 

EIEC の検査法として invE を対象とした PCR がよく用い
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られているが、非特異が多いと指摘されている。市販の

プライマーセット(INV-1と INV-2)を用いて得られた増幅

産物の塩基配列を決定し、Blast 検索を行ったところ，プ

ロテアーゼ(yfhR)遺伝子と判明した，その配列からプラ

イマー対を設計し検査した結果，大腸菌と赤痢菌の全株

が遺伝子を保有していた。EIEC をより正確に同定するた

めの新たな invE プライマー及び PCR 法が必要と思われ

る。 

[伊藤健一郎、山本新也(豊橋市保健所衛生試験所)、青木

日出美、山崎貢(愛知県衣浦東部保健所)] 

 

Ⅵ．学会の中での研究、貢献 

1. 日本ワクチン学会 

2008-2011 年度理事として学会活動を行った。 

[岡部信彦、谷口清州] 

 

2. 日本感染症学会 

ワクチン委員会委員として予防接種に関する検討・啓発

を行った。 

[岩田敏(委員長)、岩本愛吉、大石和徳、岡田賢司、小島

俊行、多屋馨子、中野貴司、二木芳人、渡辺彰] 

 

3. 日本小児科学会 

予防接種・感染対策委員会理事、専門委員として予防接種

ならびに小児感染症に関して毎月検討を行った。 

[岡部信彦(主担当理事)、細矢光亮(委員長)、多屋馨子、

他] 

 

4. 日本小児感染症学会 

感染症情報委員会委員として活動した。 

[岡部信彦(委員長)・山下和予] 

 

研究教育委員会委員として小児感染症分野の教育研究に

関する研修会の開催、小児感染症の研究に関する啓発等を

行った。 

[森内浩幸(委員長)、小田慈、金兼弘和、木村宏、坂田宏、

田中敏博、多屋馨子、堤裕幸、成相昭吉、横田俊平] 

 

ワクチン専門委員会委員として予防接種に関する検討・啓

発を行った。 

[森島恒夫(委員長)、俣野哲朗、奥野良信、小田切孝人、

倉根一郎、白木公康、多屋馨子、中野貴司、中山哲夫、

長谷川秀樹、横田恭子] 

 

日本小児保健協会 

予防接種・感染症委員会委員として予防接種に関する検

討・啓発を行った。 

[庵原俊昭(委員長)、岡田賢司(副委員長)、古賀伸子、住

友眞佐美、菅原美絵、多屋馨子、馬場宏一、三田村敬子、

津川毅] 

 

サーベイランス業務 

Ⅰ．感染症発生動向調査事業の実施および情報の還元 

平成 11 年 4 月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者に

対する医療に関する法律｣(平成 15 年 11 月、平成 17 年 4

月、平成 19 年 4 月・6 月、平成 20 年 1 月・5 月改正法施

行)に基づき、対象疾患を診断した医師、保健所、地方感

染症情報センター(都道府県、政令市に設置)、地方衛生

研究所、国立感染症研究所病原体検査部門、厚生労働省

と連携し、感染症発生動向調査事業を実施している。 

 

1. 感染症発生動向調査 (患者情報 )全国データの集

計・解析・還元 

感染症発生動向調査事業において、感染症情報センター

は中央感染症情報センターとして、全数把握疾患及び週

単位定点把握疾患については毎週 1 回、月単位定点把握

疾患については毎月 1 回、全国データを集計し、各自治

体に還元している。また、データの内容の確認及び解析

を行い、感染症週報(IDWR)や病原微生物検出情報(IASR)

として情報を公開するとともに、得られた情報を地方自

治体と連携して必要な感染症対策へつないでいる。 

[多田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛仁、加納和彦、

富澤伸五、加藤信子、佐藤弘、FETP 研修生 12&13 期生、

神谷元、八幡裕一郎、砂川富正、中島一敏、大山卓昭、

大竹由里子、前田明日香、岡部信彦] 

 

2. 感染症週報の作成・発行 

｢感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律｣の主旨のもとに、感染症週報の発行を継続しており、

当感染症情報センターのホームページ上に PDF 版と
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HTML 版とで掲載している。 

感染症週報には「発生動向総覧」以外に、「注目すべき感

染症」としてその時々で問題となる感染症をったが、｢感

染症の話｣として感染症法に規定された疾患など感染症

の解説を行い、「読者のコーナー」として外部からの問い

合わせのあった質問や投稿などを多くの読者に公開して

いる。 

[多田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛仁、加納和彦、

大竹由里子、前田明日香、佐藤弘、谷口清州、山下和予、

赤塚昌江、徳永真里子、FETP 研修生 12&13 期生、神谷

元、八幡裕一郎、砂川富正、中島一敏、大山卓昭、多屋

馨子、重松美加、加藤信子、富澤伸五、岡部信彦] 

1-2 件取り上げ、詳細な解説を行い、｢病原体情報｣とし

て、その時々で問題となる感染症の患者からの病原微生

物検出状況を掲載している。また、「速報」では、主に地

方衛生研究所から投稿される、国内で問題となったアウ

トブレイクに関する最新の記事、個々の疾患の発生動向

のまとめなどを掲載し、｢海外感染症情報｣として WHO

の感染症アウトブレイクニュース、インフルエンザ流行

状況に関する記事を紹介している。 

 

3. 病原体情報の収集と月報・年報の作成 

病原微生物検出情報事務局において、病原体情報センタ

ー業務として、オンラインによる報告票の確認、問い合

わせ、データベースの管理、集計解析、月報および年報

の作成、配布に関する一連の作業を継続的に実施した。 

(1)情報処理：NESID の病原体検出情報システムに登録さ

れた新しいデータの確認と公開処理を毎日行なった。

2011 年 1 月－2011 年 12 月の病原体検出報告数は、病原

菌検出報告(３A：地研・保健所)は 5,937 件、病原体個票

は病原菌(原虫・寄生虫を含む)が地研・保健所 3,822、検

疫所 2 件、ウイルス(リケッチア，クラミジアを含む)が

地研 26,404 件(うち AH1pdm09 が 5,284)、検疫所 16 件、

集団発生病原体票は病原菌等が地研 213 件、ウイルス等

が地研 651 件、ヒト以外からの病原体検出票は病原菌等

が地研 287 件、ウイルス等が地研 1 件であった。 

(2)月報の編集：本年度中に病原微生物検出情報月報が 12

号(第 32 巻)および第 32 巻索引が編集・印刷発行された。

特集記事については英訳を行い同時に掲載した。 

(3)年報の編集：病原体情報に関する年報は、欧文による

2005 年年報を、JapanJ.Infect.Dis.,2006Vol.59Supplement

として編集中である。 

(4)感染性腸炎研究会に参加する都市立感染症指定医療

機関が入力した感染性腸炎患者調査票 514 件についてデ

ータの確認と集計を行ない、2011 年度末の総会資料およ

び感染症学会発表資料として提供した。 

[山下和予、赤塚昌江、加藤信子、野地元子、徳永真里子、

齊藤剛仁、岡部信彦] 

 

4. 感染症発生動向調査週報・月報速報データの作成・

公開 

感染症発生動向調査により集計された報告数を、感染症

週報での公開(通常金曜日)より早く公開するため、2008

年第 47 週から、速報データとしての公開を(通常火曜日)

実施している。また、インフルエンザについては、新型

インフルエンザ発生を受け、2009 年第 42 週からはより

早い公開(週報の一週間前の金曜日)を実施している。 

[前田明日香、大竹由里子、佐藤弘、多田有希] 

 

5. インフルエンザ流行レベルマップの作成 

感染症発生動向調査により得られた全国のインフルエン

ザ患者発生動向を、過去の患者発生状況をもとに設けら

れた基準値に基づいて解析し、保健所ごとに警報レベル、

注意報レベルを超えたことを情報還元するための「イン

フルエンザ流行レベルマップ」を作成し、毎週火曜日に

感染症情報センターのホームページ上に公開した。コメ

ント欄には、最新の患者発生状況と病原体情報から得ら

れたインフルエンザウイルス分離結果を合わせて掲載し

ている。2011 年度は 2011 年第 26 週までで一旦終了とし、

その後 2011/2012 年シーズンとして 2011 年第 45 週から

再開した。2011/2012 年シーズンのインフルエンザは 5

シーズンぶりに A/H3 亜型が流行の主流を占め、流行の

規模は季節性インフルエンザとしては大きかった。流行

のピークは 2012 年第 5 週であり、その後 B 型インフル

エンザの報告の増加がみられた。これらのインフルエン

ザ流行に関する情報について、インフルエンザ流行レベ

ルマップ上で迅速に情報発信を行なっていった。インフ

ルエンザ流行レベルマップは、全国のインフルエンザの

最新の発生動向を掲載するものであり、特に新型インフ

ルエンザの流行期間中は、ホームページ上に掲載される
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とすぐにメディアに取り上げられ、全国に情報還元され

ていた。 

[安井良則、富澤伸五、加藤信子、多田有希、谷口清州] 

 

6. 麻しん速報(グラフ・マップ)の作成・公開 

感染症発生動向調査により得られた麻しんの報告をもと

にグラフ及び日本地図を作成し、毎週火曜日に感染症情

報センターのホームページ上に公開した。この公開は

2008 年第 3 週から開始したものであり、①週別報告数(第

1 週～当該週の棒グラフ)、②都道府県別報告数病型別報

告数(当該週分の棒グラフ)、③都道府県別病型別累積報

告数(第 1～当該週累積分の棒グラフ)、④都道府県接種歴

別累積報告数(第 1～当該週累積分の棒グラフ)、⑤年齢群

別接種歴別累積報告数(第 1～当該週累積分の棒グラフ)、

⑥年齢群別累積報告数割合(第 1～当該週累積報告分の円

グラフ)(2011 年第 17 週より追加)、⑦週別推定感染地域

(国内・外)別累積報告数(第 1～当該週累積分の棒グラフ)、

⑧都道府県別累積報告状況(第 1～当該週累積分の日本地

図)(2011 年第 13 週より中止)、⑨都道府県別人口 100 万

人あたり報告数(第 1～当該週累積分の棒グラフ)(2011 年

第 13 週より追加)、⑩都道府県別報告状況(第 1～当該週

の週毎の日本地図)を作成した(2012 年 3 月現在 9 種類の

グラフ・マップ)。 

[島田智恵、加納和彦、前田明日香、多田有希、阿保満(東

京都多摩府中保健所)] 

 

7. 腸管出血性大腸菌感染症速報(表・グラフ・マップ)

の作成 

感染症発生動向調査により得られた腸管出血性大腸菌感

染症報告をもとに表、グラフ、日本地図を作成し、毎週

火曜日に感染症情報センターのホームページ上に公開し

た。この公開は2009年第 19週から開始したものであり、

①週別報告数(第 1 週～当該週の棒グラフ)、②都道府県

別・血清型(Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111)別報告数(当該週の集計

表)、③都道府県別・血清型(Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111)別累積

報告数(第 1～当該週累積分の集計表)、④都道府県別累積

報告数(第 1～当該週累積分の日本地図)、⑤週別・都道府

県別報告状況(第 1～当該週の週毎の日本地図)の 5 種類

の作成を行った。 

[齊藤剛仁、加納和彦、前田明日香、多田有希] 

 

8. 麻しん報告数の WHO 西太平洋事務局への報告 

感染症発生動向調査により得られた麻しんの報告数をも

とに、WHO の報告形式に適合した集計表を月毎に作成

し、WHO 西太平洋事務局に報告した。 

[島田智恵、山下和予、安井良則、多田有希、岡部信彦] 

 

9. ワクチン接種後に死亡した幼児からのウイルス検

出 

肺炎球菌ワクチンを接種後に死亡した患者の咽頭拭い液

からウイルス検出を実施した。その結果、ヒューマンメ

タニューモウイルスが検出された。 

[藤本嗣人、小長谷昌未、花岡希、岡部信彦、近平雅嗣、

榎本美貴] 

 

10. サーベイランスのデータ分析と還元 

サーベイランスデータの分析、アウトブレイクの検出と

リスク評価、対応、情報発信等を実施した。 

[FETP 一同、中島一敏、八幡裕一郎、神谷元、砂川富正、

大山卓明、島田智恵、齊藤剛仁、安井良則、多田有希、

谷口清州、岡部信彦] 

 

11. サーベイランスシステム評価 

米国 CDC や世界保健機関(WHO)のガイドラインに則り、

感染症サーベイランスのシステム評価を実施した。

[FETP12 期、中島一敏、八幡裕一郎、神谷元、大山卓明、

砂川富正、島田智恵、多田有希、谷口清州] 

 

Ⅱ．感染症発生動向調査のシステムに関する業務 

「感染症の患者の予防及び感染症の患者に対する医療に

関する法律」に基づく、感染症発生動向調査は、1999 年

4 月の法制定以降、厚生労働行政総合情報システム

(WISH)上に構築され運用されていたが、システム稼動後

の法改正に未対応の部分がある等の課題があったことか

ら、再構築することとなり、2006 年 4 月に新たなシステ

ム(NESID)が稼動開始された。NESID システムでは、中

央データサーバーに、感染症発生動向調査(患者情報及び

病原体検出情報)にとどまらず、疑い症例調査支援、症候

群サーベイランス、感染症流行予測調査、インフルエン

ザ関連死亡、インフルエンザ施設別発生状況、さらに結
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核登録者情報に関する複数のシステムが統合され、一元

的に管理されている。 

 

1. 感染症発生動向調査(患者情報)システム 

2006年 4月から運用開始した感染症発生動向調査システ

ムのうち、感染症発生動向調査(患者情報)では、厚生労

働省、システム開発会社とともに、法改正等による対象

疾患の追加・変更や保健所の統廃合など関連した改修事

項について、適宜対応している。また、システム稼動開

始後に発生した問題点や改善すべき点について検討し、

可能な限り順次改修を行っている。2012 年 4 月には大幅

な改修が予定され、2011 年度には地方感染症情報センタ

ーとも連携してその要件定義書を作成した。今後も改良

すべき点、その解決方法を検討・実行していく。 

[多田有希、加藤信子、加納和彦、富澤伸五、島田智恵、

齊藤剛仁、安井良則、大竹由里子、前田明日香、谷口清

州、灘岡陽子(東京都健康安全研究センター)] 

 

2. 病原体検出情報システム 

2012 年 4 月に運用開始する NESID リプレースのため、

病原体検出情報サブシステムについて、地研・感染研か

ら改善が必要として挙げられた項目を反映した仕様書に

基づいて要件定義書を作成し、運用開始前に動作確認テ

ストを行なった。2012 年 3 月に開催された自治体への研

修会テキストを作成した。また、新しく発見された病原

体や型別追加に対応するため、随時コードの追加・変更

を行って、最近の情報の収集・還元・公開を可能にして

いる。 

[山下和予、赤塚昌江、徳永真里子、野地元子] 

 

3. 感染症流行予測調査システム 

2006年 4月から運用開始した感染症流行予測調査システ

ムでは、2010 年度にシステムを一部改修し運用を行って

きたが、2012 年 4 月新 NESID 稼働に向けて現行システ

ムの改善項目を検討し、改修の仕様を決定した。また、

現在は感受性調査のみがシステム化されているが、将来

的には感染源調査もシステム化し、セントラルデータベ

ースでデータの一元管理ができるよう実現化に向けて検

討を重ねている。 

[北本理恵、佐藤弘、新井智、多屋馨子] 

 

Ⅲ．感染症に関する情報収集・発信業務 

1. 各種疾患別情報および新着情報などのインターネ

ットホームページへの掲載、更新、維持 

感染症発生動向調査の各種集計および解析結果、時系列

グラフ、地図グラフをホームページ上に掲載し、定期的

に更新、維持管理を行った。また、各種疾患別情報およ

び新着情報についても内容を検討し、維持管理を行った。 

[前田明日香、大竹由里子、島田智恵、齊藤剛仁、安井良

則、多田有希、加藤信子] 

 

2. インターネット等による病原体情報の提供 

(1)「病原微生物検出情報(IASR)」ホームページに、印刷

版と平行して毎月 HTML 版の病原微生物検出情報月報

を国内外に提供した。また、病原体名、疾病名から検索

できる月報特集記事索引(日、英)を毎月更新して掲載し

た。 

(2)病原体情報報告機関に対して、迅速に情報を還元する

ために、毎日 NESID の病原体検出情報システムに登録さ

れたデータの還元情報速報閲覧と定型帳票ダウンロード

のページを更新した。 

(3)オンラインで随時報告されるデータの追加・変更を反

映させた速報グラフと集計表および累積データに基づく

統計表とグラフを IASR ホームページに掲載した(NESID

の病原体検出情報システムで作成される定型帳票のグラ

フと集計表については毎日更新)。 

(4)地方衛生研究所などから提供された速報記事を随時

IASR ホームページに掲載した。 

(5)地研からの病原体個票によるインフルエンザウイル

ス分離報告を集計し、日本の週別型別分離数データとし

てWHOのFlu Netへのアップロードを流行期間中毎週行

った。またオセルタミビル耐性株検出情報およびインフ

ルエンザウイルス分離・検出状況を速報として IASR ホ

ームページに掲載した。 

(6)地研からの病原体個票による麻疹ウイルス分離・検出

報告、ノロウイルス検出報告を集計し、グラフとともに

速報として随時 IASR ホームページに掲載した。 

(7)地方衛生研究所と検疫所の検査情報担当者メーリン

グリストを更新し、毎月の予定やシステム運用の連絡、

インフルエンザウイルス研究センターから地研への連絡、
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速報記事掲載のお知らせ、FluNet・インフルエンザウイ

ルス検出速報・麻疹ウイルス検出速報・ノロウイルス検

出速報・オセルタミビル耐性株検出情報更新のお知らせ

などウイルス担当者や細菌検査担当者への情報提供を行

った。 

[山下和予、赤塚昌江、徳永真理子、野地元子、加藤信子] 

 

3. 海外感染症情報の収集と評価 

WER(WHO) 、 MMWR( 米 国 CDC) 、 Eurosurveillance 

Weekly(EU) 、 Health Protection Report( 英 国 ) 、 Health 

Protection Scotland Weekly Report(スコットランド )、

Communicable Disease Intelligence(豪州)、あるいは、その

他種々のウエブページ上での感染症情報を収集･評価し

た。 

[FETP 研修生 12 期&13 期生、島田智恵、齊藤剛仁、菅原

民枝、佐藤弘、花岡希、多田有希、砂川富正、中島一敏、

八幡裕一郎、神谷元、大山卓昭、新井智、大日康史、安

井良則、加納和彦、多屋馨子、藤本嗣人、谷口清州、岡

部信彦] 

 

4. 感染症流行時の情報発信 

感染症情報センターのホームページ上にはフォーカスの

コーナーがあり、話題となる感染症や大きく流行して国

民に大きな影響を及ぼす可能性のある感染症についての

情報提供を行っている。特に 2011 年度はインフルエンザ、

麻しん、腸管出血性大腸菌感染症、鳥インフルエンザ、

百日咳、ノロウイルス感染症等のコーナーに加えて、2011

年3月11日に発生した東日本大震災のコーナーを設けて、

被災地における感染症のリスクアセスメント、被災地で

発生するリスクの高い感染症の対策等の情報発信や、被

災地・避難所における感染症発生情報の探知支援システ

ムについての情報提供等を行った。東日本大震災の感染

症対策に関する情報は、殆どの避難所が閉鎖された 2011

年 8 月末まで続けられた。 

[安井良則、多田有希、島田智恵、齊藤剛仁、山下和予、

大竹由里子、前田明日香、加藤信子、新井智、佐藤弘、

多屋馨子、砂川富正、八幡裕一郎、中島一敏、神谷元、

菅原民枝、大日康史、FETP 研修生 12&13 期生、谷口清

州、岡部信彦] 

 

5. インエンザ様疾患発生報告、麻疹施設別発生状況の

掲載 

厚生労働省が事業として実施している、両疾患の学校等

における調査(保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学

校等におけるインフルエンザ及び麻疹による欠席者数、

休校・学年閉鎖・学級閉鎖のあった施設数)の結果、イン

フルエンザは実施期間中毎週、麻疹は通年実施だが報告

があった時のみ、ホームページ上に掲載した。 

[大竹由里子、多田有希] 

 

Ⅳ．感染症流行予測調査事業に関する業務 

1. 感染症流行予測調査報告書の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課及び感染研関係各部と共

同で、平成 21 年度(2009 年度)報告書を作成した。 

[多屋馨子、佐藤弘、北本理恵、前田大久、荒木和子、新

井智、岡部信彦] 

 

2. 感染症流行予測調査結果の発信 

平成 23 年度(2011 年度)感染症流行予測調査のうち、イン

フルエンザ抗体保有状況(平成 23 年 11 月 18 日から 12 月

27 日の計 3 回)およびブタの日本脳炎抗体保有状況(平成

23 年 7 月 12 日から 11 月 25 日まで計 18 回)について速

報としてホームページに掲載した。また、ポリオ、イン

フルエンザ、日本脳炎、風疹、麻疹の抗体保有状況およ

び上記 5 疾病、百日咳、ジフテリア、破傷風の予防接種

状況についてグラフをホームページに掲載した。 

[佐藤弘、多屋馨子、新井智、荒木和子、北本理恵、岡部

信彦] 

 

3. 感染症流行予測調査実施要領の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で、平成 23 年度版

を作成した。 

[多屋馨子、佐藤弘、前田大久、北本理恵、荒木和子、新

井智、岡部信彦] 

 

4. 感染症流行予測調査システムの運用 

2006年 4月に稼働した感染症流行予測調査システムおよ

び 2010 年度に一部追加・改修したシステムの各自治体に

おける 2011 年度データ登録のサポート、およびトラブル

に対する調査、対応を行った。また、登録され確定した



感染症情報センター 

データは集計を迅速におこない報告書作成の資料とした。 

[北本理恵、佐藤弘、多屋馨子、岡部信彦] 

 

5. 事務局業務 

厚生労働省健康局結核感染症課、都道府県、都道府県衛

生研究所、感染研関係各部との密接かつ円滑な連携を保

つための業務を行った。衛生微生物技術協議会の関連会

議として感染症流行予測調査事業担当者会議を 2011年 6

月 30 日に開催し、当該年度の調査に対する注意点や変更

点などの説明や検査現場の声を関係者が共有化する場を

設け事務局として業務の円滑な運営を進めている。 

[多屋馨子、佐藤弘、北本理恵、荒木和子、新井智、岡部

信彦] 

 

Ⅴ．感染症情報の収集、評価及び予防対策の策定 

1. 生物学的製剤に起因する感染症に関する安全性関

連情報収集業務 

移植片、輸血、タンパク製剤など生物由来の医療関連材

料によると考えられる感染症を、早期に把握し、情報提

供することにより、健康被害の拡大を防ぐことを目的と

した情報収集と、そのためのシステム構築し運用した。

昨年度までに収集した評価済み情報データベースの維持

を行い、2011 年度の報道機関ニュースと、各国および国

際的機関の公式情報を毎日、国内外の文献情報を定期的

に収集し、生物学的製剤に関連を検討評価し、データベ

ースに蓄積した上で、事務局として、生物学的製剤由来

感染症評価検討委員会へ提出し、その調査、対応の緊急

性を評価し、感染症研究所として科学的見知からコメン

トし、関係諸機関へ報告した。既存の情報検索および蓄

積・検索データベースのシステムの改良と、よりよい検

出アルゴリズム開発、言語学的処理技術を駆使した情報

選別の技術導入等に関しての検討を進めた。 

[谷口清州、重松美加、多屋馨子、柴田博子、岡部信彦、

倉根一郎(副所長)] 

 

2. 内閣府新型インフルエンザ法制化に関わるコンサ

ルテーション 

内閣府における新型インフルエンザに関する法制化に際

して、これまでの新型インフルエンザにおける日本にお

ける対応の評価をまとめ、法制化に関して重要な事項を

議論した。 

[谷口清州、岡部信彦] 

 

3. 東日本大震災被災地域における感染症状況把握に

関するコンサルテーション 

東日本発災後約 1 ヶ月後に、岩手、宮城において、厚生

労働省対策本部、地方自治体と協力して、実地調査を行

い、現状の感染症発生に関するリスクアセスメントを行

い、国に対して報告した。また、WHO 神戸センターに

おける災害時の感染症対策に関する国際シンポジウムに

出席して、これまでのまとめと議論を行った。 

[中島一敏、藤本嗣人、谷口清州] 

 

Ⅵ．血清銀行に関する業務 

1. 血清の保管および血清払い出し業務 

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において収

集し用いた後の余剰血清のうち、国内血清銀行での保管

の承諾が血清提供者から得られた血清を受け入れ、血清

銀行で保管している。2011 年度に受け入れた血清は、計

3365 検体であった。また、内外研究者からの保管血清使

用申請に応じ、血清銀行運営委員会による審査を行い承

認が得られた研究に対し、血清分与を行っている。2011

年度は 4 件の申請があり、これら４件に対し計 3400 本の

血清を分与した。 

[多屋馨子、荒木和子、前田大久、佐藤弘、新井智、岡部

信彦] 

 

2. 職員血清の保管業務 

2010 年度の職員血清計 470 本を受け入れ保管し、規定の

保管期限を経た血清は抜き出し引き渡した。 

[佐藤弘、荒木和子、多屋馨子、山本久美、新井智、岡部

信彦] 

 

国際協力関係業務 

Ⅰ．国際的調査協力及び支援 

1. 途上国の新型インフルエンザに関わる疫学能力強

化に関する研究 

国際医療協力研究委託事業(蜂矢班)の活動の一環として、

インドネシア国南スラウェシ州における、インフルエン

ザや肺炎のサーベイランス情報の解析を行うと共に、鳥
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インフルエンザや重症のインフルエンザ感染症(人－人

感染を含む)発生時の情報伝達の方法についての調査を

行った。次年度から実施予定の重症急性呼吸器疾患

(SARI：特に重症ウイルス性肺炎)に関する強化サーベイ

ランスの基礎としての情報収集に努めた。 

[砂川富正、八幡祐一郎、神谷元、谷口清州、蜂矢正彦(国

立国際医療センター)] 

 

2. GHSAG に対する技術支援 

G7 加盟国とメキシコ、WHO、EU による、Global Health 

Security Initiative の技術的な WG である GHSAG に対し

て、リスク管理ワーキンググループ、リスクコミュニケ

ーションネットワーク、および CBRN 早期検知と早期対

応のプロジェクト(EARProject)について、アジアの中の

日本の立場から議論に参加し、技術的な立場から国際的

な健康危機事例に対する国際的な協力をすると共に、11

月に作成し閣僚級会議へ提出した「WhitePaper」の作成、

欧州疫学学会および ICEID での学会発表、活動の紹介リ

ーフレットおよび現在投稿中のシステムパフォーマンス

に関する学術論文に協力した。 

また、厚生労働省大臣官房厚生科学課に協力し、11 月 8

日―10日の間に同 WG 会議を日本主催で開催した。 

[重松美加、NigelCollier(国立情報学研究所)、斎藤智也(厚

生労働省大臣官房厚生科学課)] 

 

3. IHR の Entrypoint に お け る Core capacity 

requirement の実地疫学調査と評価 

台湾 CDC と協力して、台湾の桃園国際空港、高雄港に

おいて、WHO による Corecapacity Checklist に準拠した達

成度の実地調査および機能評価を行い、報告書を作成し

た。 

[谷口清州] 

 

4. 生物兵器禁止条約における信頼醸成措置の評価と

対応 

生物兵器禁止条約(Biological Weapon Convention：BWC)

に関わる信頼醸成措置(Confidence Building Measures：

CBM)に対する我が国における対応について、CBM の内

容を検討し、その実効性と現実性を評価して報告した。 

[谷口清州] 

 

5. 世界保健機関における国際的な感染症対策のネッ

トワークの評価と運営 

世界保健機関(WHO)における Global Outbreak Alertand 

Response Network(GOARN)の運営委員会委員として、

2000 年の開始後 10 年間の評価を行い、今後のあり方に

ついて検討し、報告書を作成した。 

[谷口清州] 

 

6. JICA インドネシア鳥インフルエンザサーベイラン

ス強化プロジェクト支援 

2008年 10月から開始された JICAによる同プロジェクト

の短期専門家として現地の活動を支援してきたが、プロ

ジェクトの終了を迎え、次期プロジェクトの立ち上げの

ために、プロジェクトの評価及びインドネシアにおける

FETP の状況と今後の展開の可能性について調査を行っ

た。 

[谷口清州、砂川富正] 

 

7. WHO 西太平洋地域事務局(WPRO)における活動 

WPRO におけるポリオ根絶監視委員会委員(副議長)およ

び、WPRO/SEAR(South Easet Asia Region)における Asia 

Pacific Strategy for Emerging Diseases(ASPED)委員会のメ

ンバーとして会議に参加、WPRO における活動に貢献し

た。 

[岡部信彦] 

 

8. ベトナムにおける抗ウイルス薬耐性インフルエン

ザサーベイランスシステム構築のための提言 

WPRO の shorttermconsultant としてベトナムの Pasteur 

Institute HoChiMinh City の疫学部門・インフルエンザ検

査部門とともに、抗ウイルス薬耐性インフルエンザサー

ベイランスについての調査・報告を行った。 

[島田智恵] 

 

9. 途上国の新型インフルエンザに関わる疫学能力強

化に関する研究 

国際医療協力研究委託事業(蜂矢班)の費用を用いて、イ

ンドネシア国南スラウェシ州において、インフルエンザ

や肺炎のサーベイランス情報の解析を行うと共に、検査
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診断体制の調整及び整備等を行った。 

[砂川富正、八幡裕一郎、神谷元、谷口清州、蜂矢正彦(国

立国際医療センター)] 

 

10. JICA インドネシア鳥インフルエンザサーベイラン

ス強化プロジェクト支援 

2008年 10月から開始された JICAによる同プロジェクト

の短期専門家として現地の活動を支援してきたが、2011

年度も 2 回の現地支援を行った。 

[砂川富正、神谷元、田中好太郎、谷口清州、岡部信彦] 

 

11. JICWELS/JICA 国際感染症研修プロジェクト 

研修の受け入れを行った。 

[岡部信彦(委員長)、谷口清州、藤本嗣人、多屋馨子、山

下和予、大山卓昭、大日康史、島田智恵] 

 

12. ラオス FETP に対する評価ミッション(平成 23 年 5

月 8 日～13 日) 

2010 年に開始されたラオス FETP に対する評価ミッショ

ン(WHO 主催)に参加し、将来的な課題について提言を行

った。 

[大山卓昭] 

 

13. モンゴル FETP に対する技術支援 

モンゴル FETP に対する技術支援(平成 23 年 9 月 18 日～

10 月 9 日、平成 24 年 2 月 26 日～3 月 10 日) 

日本の FETP での経験にもとづき、2009 年に開始された

モンゴル FETP に対し、WHO と協力して技術支援を行っ

た。 

[大山卓昭] 

 

14. WHO/FETP パートナーシップ会議 

WHO/FETP パートナーシップ会議(平成 23 年 11 月 6 日

～9 日)アジア地域諸国の FETP 連携のため、WHO が開

催した会議に参加し、FETP の活動評価指針などを作成

した。 

[大山卓昭] 

 

15. 国際的な感染症アウトブレイクに関する国際連携 

国際的な感染症アウトブレイク発生に際し、適宜 WHO

本部や西太平洋地域事務局と情報交換を行った。 

[中島一敏、砂川富正、谷口清州、岡部信彦] 

 

16. ASEAN+3 実地疫学研修ネットワーク(FETN)にお

ける国際連携強化 

2010 年 7 月に開催された ASEAN+3 保健大臣会合にて、

新興感染症等の感染症危機管理に連携して取り組むため、

各国の実地疫学研修プログラムのネットワーク強化が決

定され、実地疫学ネットワーク(FETN)が設立された。

2011 年 10 月の第一回運営会議(Steeringcommittee)に運営

委員として参加し、運営方針の決定、活動計画の策定を

行った。さらに、電話会議等を通じ課題について議論を

重ねると共に、FETN の人的交流や共同研究推進を進め

た。 

[中島一敏、岡部信彦] 

 

17. 世界的な FETP 連携強化 

世界中の FETP から構成される TEPHINET の国際学術会

議への参加や、プログラム代表者会議へ参加し、各プロ

グラムの成果や課題について相互理解を深めた。恒常的

なプログラム強化や FETP の認定のあり方等について議

論を行った。また、EU 共同で運営する EPIET 事務局を

訪問し、連携強化を行った。 

[中島一敏] 

 

18. エチオピアにおける JICAの感染症サーベイランス

強化プロジェクト支援 

JICA プロジェクト支援のため、エチオピアアムハラ州感

染症対策プロジェクトを訪れ、プロジェクト進捗、サー

ベイランス運用等の評価を行った。 

[中島一敏] 

 

Ⅱ．国際研修 

1. 海外からの来所者への感染症情報センターの活動

および感染症対策に関する情報提供と広報 

国立国際医療センター海外研修生、JICA 留学生、各国保

健医療および政府関係者などの来所時に、感染症情報セ

ンターの活動、国内感染症の発生動向、国内および国際

連携による感染症対策の現状、予防接種、国際保健規則

を含む国際感染症対策、パンデミック対策などについて
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の研修、病原体情報の説明、情報提供、広報業務をおこ

なった。 

[岡部信彦、谷口清州、藤本嗣人、大日康史、重松美加、

大山卓昭、中島一敏、神谷元、砂川富正、山下和予、椎

野禎一郎、島田智恵、多田有希、多屋馨子] 

 

2. TAQASTREATAsia 研修プログラムへの協力 

2011 年 12 月 5～7 日にマレーシア・クアラルンプールで

開催された“Workshopon HIV Drug Resistance Sequence 

Data Management”(amfAR の支援で行われているアジア

地域の医療・研究従事者対象の HIV/AIDS 対策のための

Training program である TREATAsia の研修)に moderator

の一人として参加し、プログラムの全体構成の構築に携

わるとともに、HIV ウイルス遺伝子配列の解析法・系統

樹作成法・薬剤耐性変異の検出法の実習と、分子進化学

と系統樹作成の基礎についての講義を行なった。 

[椎野禎一郎] 

 

研修業務 

Ⅰ．感染症危機管理およびそれに関わる人材養成(実地疫

学専門家養成プログラム：FETP)に関する業務[研修指

導：八幡裕一郎、松井珠乃、中島一敏、砂川富正、大山

卓昭、谷口清州、岡部信彦] 

 

1. 全般実施状況 

FETP の実施は 13 年目となり、平成 23 年 4 月、13 期生

6 名(柳樂真佐実、涌井拓、田原寛之、三崎貴子、牛澤洋

人、難波江功二)を迎えた。平成 22 年 3 月には 12 期生 4

名(阿部信次郎、安藤由香、石川貴敏、関谷紀貴)が研修

修了した。 

 

2. FETP の運営 

(１)研修生の指導 

2010 年度に開発した実地疫学コンピテンシー評価シス

テムを用い、FETP の研修指導を実施した。 

FETP の保健医療科学院(NIPH)との連携コースに関して

は、NIPH と協議を重ね、次年度は開催しない事となっ

た。 

 

(２)アウトブレイク疫学調査指導 

アウトブレイク発生に際し、FETP の疫学調査の現地調

査指導を行った。 

[中島一敏、神谷元、八幡裕一郎、砂川富正、大山卓昭、

谷口清州] 

 

3. 感染症集団発生事例に対する実地疫学調査協力 

平成 23 年度において、実地疫学専門家養成プログラム

(FETP)は、以下の感染症集団発生事例に対して、地方自

治体からの要請を受けて調査協力を行った。 

避難所施設内ノロウイルス感染症集団発生事例(福島県

郡山市) 

病原性大腸菌感染症広域集団発生事例(富山県その他) 

腸管出血性大腸菌 O157 感染症集団発生事例(山形県山形

市) 

施設内髄膜炎菌感染症集団発生事例(宮崎県小林市) 

麻疹集団発生事例(岡山県津山市) 

医療施設内多剤耐性アシネトバクター集団発生事例(茨

城県東茨城郡) 

 

4. 研修活動 

FETP のトレーニングの一環として、初期導入研修(John 

Kobayashi；4 月)、とともに、医療施設における感染症予

防対策(MikeBell；11 月)、実地疫学のための統計手法(Paul 

Weiss;3 月 ) 、台湾における感染症予防対策 (Angela 

Song-EnHuang；3 月)を開催した。 

 

5. 教育研修経験 

教育経験のための研修として、全国感染症危機管理研修

会での講義、地方自治体の感染症危機管理研修会(宮崎県、

兵庫県、富山県、神奈川県、熊本県、国立保健医療科学

院)での講義・演習を実施した。 

 

6. 感染症疫学研究 

平成 23 年度に研修終了した 11 期生が以下の特別論文長

期プロジェクトの研究発表をおこなった。同時に論文作

成し、国立保健医療科学院健康危機管理分野特別論文と

して提出した。 

 

阿部信次郎「陸上自衛隊東ティモールへの海外派遣にお

けるデングウイルス感染症血清疫学調査」 
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安藤由香「Hib ワクチン及び小児肺炎球菌ワクチン接種

に関しての保護者への質問紙調査と今後のワクチン接種

のあり方の検討」 

石川貴敏「マイクロブログを用いたインフルエンザサー

ベイランスの有効性」 

関谷紀貴「多剤耐性アシネトバクターのリスク因子解析

を目的とした症例対照研究の方法論に関する研究」 

 

7. 感染症サーベイランス活動 

毎週ごとに収集されるサーベイランス報告対象疾患の情

報を監視・解析し、必要に応じて地方自治体とともに公

衆衛生的介入を実施した。 

 

腸管出血性大腸菌感染症サーベイランスに対する情報交

換・還元 

性感染症の発生動向に基づいた提言 

百日咳の発生動向をモニター 

麻疹および風疹症例増加に対する予防接種推奨 

新型インフルエンザの発生動向監視、等 

 

8. 感染症情報の還元 

感染症サーベイランス、感染症集団発生事例に対する実

地疫学調査協力などで得られた情報を病原体検出情報

(IASR)、感染症発生動向調査週報(IDWR)などを通じて一

般住民、公衆衛生従事者などに還元した。 

 

9. 実験室研修 

FETP に対し、ウイルス病原診断についての基礎的な実

習を戸山庁舎で実施した。ウイルス分離、PCR、リアル

タイム PCR、臨床検体の採取法、および実験室診断に関

するディスカッションを行った。 

[藤本嗣人、花岡希、岡部信彦] 

 

Ⅱ．感染症危機管理研修会 

感染症情報センターが事務局を務め、平成 9 年度より定

期的に実施している感染症危機管理研修会を 10 月 12

日、13 日に開催した。2011 年度の事務局は、第三室及

び長橋秀和が担当した。研修内容として、「厚生労働省

の健康危機管理対策」、「感染症対策・予防接種行政の

最近の動向について」、「国の食中毒関連対策について」、

「薬剤耐性菌の院内感染対策」、「鳥インフルエンザ～

最新の話題～」、「サルモネラ集団食中毒事例の対応に

ついて」、「腸管出血性大腸菌 O111 等による集団食中

毒事件への対応について」、「岩手県における東日本大

震災津波時の感染症対策について」、「宮城県の状況」、

「福島県での対応」、「避難所における感染性胃腸炎の

集団発生」、「東日本大震災の被災地における感染症対

策と保健衛生システムの復興」、「不活化ポリオワクチ

ン」、「Hib ワクチン、肺炎球菌(7 価)ワクチンと同時

接種」、「百日咳アウトブレイク事例」、「百日咳の検

査診断」、「東京都における 2011 年の麻しん流行」、

「海外の麻しん排除に向けた動き」、感染症集団発生時

の疫学調査に関するケーススタディ演習等を行った。全

国の感染症担当部局、保健所、衛生研究所から 110 数名

が受講した。 

[感染症情報センター一同] 

 

Ⅲ．国立保健医療科学院による研修 

1． 国立保健医療科学院による細菌研修の実施 

国立保健医療科学院による短期研修細菌研修を、2011年

11月14日から12月2日まで、感染症研究所村山庁舎で行っ

た。地方衛生研究所及び保健所において細菌検査業務に

従事する中級者を対象として、細菌学の体系的な理解と

新しい知識及び技術の習得を目的としている。保健所・

地方衛生研究所合計37名であった。本研修は感染症情報

センターを初めとして、感染研関連各部室、東京検疫所、

名古屋検疫所、東京都安全健康研究センター、神奈川県

衛生研究所、岡山県環境保健センター、大分県衛生環境

研究センター、海事検定協会、東京サラヤの協力を得て

遂行された。 

[伊藤健一郎、木村博一] 

 

2. 国立保健医療科学院による短期研修新興再興感染症

技術研修の実施 

国立保健医療科学院による短期研修新興再興感染症技術

研修を、2011 年 10 月 3 日から 10 月 7 日まで、国立感染

症研究所村山庁舎で行った。本研修は、地方衛生研究所

等においてウイルス検査業務に従事する専門職員を対象

とし、麻疹ウイルス感染症の新しい知識及び検査診断技

術の習得を目的としている。受講生は、定員 20 名に対し、
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21 名であった。なお、本研修は、感染症情報センターを

はじめ、当所関連各部・センター・室及び全国の衛生環

境研究所(山形県、群馬県、沖縄県等)の協力を得て遂行

された。 

[木村博一、伊藤健一郎、山下葉子、野田雅博、岡部信彦] 

 

3. 国立保健医療科学院国際保健コースの研修 

国立保健医療科学院による長期研修である国際保健コー

スの Infectious disease epidemiology の講義を行った。 

[八幡裕一郎] 

 

4. 国立保健医療科学院食品衛生危機管理研修 

国立保健医療科学院による短期研修である食品衛生危機

管理研修で食中毒の疫学調査及び大規模事例についての

講義を行った。 

[八幡裕一郎] 

 

平成 23 年度健康危機管理研修実務編第 2 回講師．2012．

2． 

[多屋馨子] 

平成23年度短期研修健康危機管理研修実務編第1回講師．

2011．10． 

[多屋馨子] 

平成 23 年度専門課程教育計画講師．2011．7． 

[多屋馨子] 

 

Ⅳ．その他の研修の実施 

1. 希少感染症診断技術向上事業に関する業務 

平成 23 年度の研修は平成 24 年 2 月 22～23 日に、全国の

地方衛生研究所の技術担当者を対象に二日間開催された。

血液安全性研究部、ウイルス第二部、山形大学、ウイル

ス第三部、バイオセーフティ管理室、細菌第二部、細菌

第一部、富山県衛生研究所、東京都健康安全研究センタ

ー、国立医薬品食品衛生研究所にご協力いただいた。 

[情報センター全員(主担当は 4 室)、宮崎義継(生物活性部

室部)] 

 

2. 医師卒後研修 

国立感染症研究所で開催された医師卒後研修に情報セン

ターからも講師として参加した。 

[岡部信彦、多屋馨子、多田有希、谷口清州、大山卓昭] 

 

その他 

Ⅰ．情報提供及び広報活動 

1．電話、メールによる問い合わせ業務 

予防接種、麻疹、風疹、ポリオ、人獣共通感染症、パン

デミック、インフルエンザ、鳥インフルエンザ、下痢症

ウイルス等、その他感染症に関する電話、メールによる

問い合わせに対応した。一般からの電話相談が最も多く、

特に、メディアで報道された場合、電話問い合わせが殺

到した。医療従事者、自治体、保健所、メディア等を含

めて、年間の問い合わせ件数は、研究者 1 人あたり、電

話約 500-1000 件、メール約 50-100 件である。 

[岡部信彦、谷口清州、重松美加、神谷元、多田有希、安

井良則、島田智恵、多屋馨子、新井智、佐藤弘、藤本嗣

人、松野重夫、伊藤健一郎、木村博一、布施晃、大日康

史、菅原民枝] 

 

2. 来所者への感染症情報センターの活動および感染

症対策に関する情報提供と広報 

国内生徒、学生の修学旅行や社会見学などの来所時に、

感染症情報センターの活動、国内感染症の発生動向、国

内および国際連携による感染症対策の現状、SARS を含

む国際感染症対策、パンデミック対策などについての情

報提供、広報業務をおこなった。 

[岡部信彦、谷口清州、重松美加、砂川富正、中島一敏、

神谷元、多田有希、安井良則、山下和予、島田智恵、齊

藤剛仁、多屋馨子、佐藤弘、藤本嗣人、布施晃、大日康

史、菅原民枝] 

 

3. メディアへの対応 

平成 15 年の SARS 発生以来、メデイア希望者に対して毎

月 1 回、情報センター・メデイア感染症情報交換会とし

て、感染症情報の提供、解説、意見交換を行っている。

話題として、病原体検出情報(IASR)の特集を取り上げる

ほか、その都度のトピックスを取り上げている。また緊

急的に伝え他た方がよいと考えられた時には、臨時に開

催し、コメントを出すようにしている。感染研としての

公式発表ということではなく、あくまで情報センターか

らの科学的情報提供、としている。情報提供は主に感染
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症情報センター長および適時情報センタースタッフとし

ているが、感染研内部の担当専門者に依頼することもあ

る。本会の登録者は 100 社 150 人以上となっており、

riskcommuninication の一手段として、メデイア側の協力

も得て継続、実施している。 

[岡部信彦、情報センタースタッフ一同] 

 

4. 予防接種情報公開に関する業務 

日本の定期/任意予防接種スケジュール(20 歳未満)2011

年 4 月 1 日～ 

日本の定期/任意予防接種スケジュール(20 歳未満)2011

年 5 月 20 日～ 

日本の定期/任意予防接種スケジュール(20 歳未満)2011

年 9 月 1 日～ 

乳幼児予防接種スケジュール(0～6 歳) 

小学生～高校生相当年齢の予防接種スケジュール 

感染症情報センターHP 予防接種情報のページを更新し

た。 

[多屋馨子、前田明日香、岡部信彦] 

 

Ⅳ．レファレンス業務 

アデノウイルスレファレンスセンターとして、難同定ア

デノウイルスの同定を行った。また、アデノウイルス分

離用細胞を分与した。アデノウイルス検査法について検

討し、地方衛生研究所の検査支援を行い、検査法の標準

化に取り組んだ。 

[藤本嗣人、花岡希、小長谷昌未、岡部信彦] 

 

Ⅴ．検査実施状況 

第 3 室： 

血清反応 404 検体(研究)、2 検体(診断) 

核酸検出 10 検体(研究)、2 検体(診断) 

[佐藤弘、荒木和子、多屋馨子] 

 

第 4 室： 

行政検査 43 件 

(兵庫県37件、埼玉県1件、大分県1件、福井県3件、相模

原市1件) 

原因不明疾患における病原体検索およびアデノウイルス

難同定株、エンテロウイルス難同定株の同定を実施した。 

[藤本嗣人、小長谷昌未、花岡希、岡部信彦]

 

Ⅵ．研修員（実地疫学専門家養成プログラム） 

阿部信次郎 

安藤由香 

石川貴敏 

関谷紀貴 

難波江功二 

三崎貴子 

涌井拓 

田原寛之 

柳楽真佐美 

牛澤洋人 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

自衛隊中央病院 

岡山赤十字病院小児科 

東京都福祉保健局 

東京都立駒込病院がん感染症センター 

東京検疫所 

大阪府済生会中津病院 

千葉県衛生研究所 

防衛省 

島根県 

東京医科歯科大学救命救急センター 
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